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「

企
業
家
精
神
」

の

時
代

（

目

冨
b
鵬
 

oh

国

暮
円

 

實
o
目

窪
腎

q・

三
喝
）

ニ

ュ

ー

マ

ン

の

登

場

　

　
　
　
　

　

正

慶

　
孝

　

経
済
変
動
の

主

要

な

要
因
を

「

イ

ノ

ペ

ー

シ

ョ

ン

」

（一
コ

コ
O
＜
帥

江
O
昌
）

に

求
め、

そ

の

担
い

手
で

あ

る

企

業
家
の

活
動
を

「

企

業
家
精
神
」

（

窪
辞

8
「

8
 

霞
ω

三
唱
）

の

発

現
と

し

た

の

は
、

ヨ

セ

ブ

・

ア

ロ

イ
ス

・

シ

ュ

ム

ベ

ー

タ

ー

qo
ω

駄

≧
9
ω

ω
07

⊆

509

Φ
『

）

で

あ
っ

た
。

時
代
の

転
換
期
に

は、

必

ず
ニ

ュ

ー

マ

ン

（

新
し

い

画
期
的
な
こ

と

を

行
う

人
物）

が

登

場
し

新
し
い

変
革
を

行
な

う

が
、

こ

の

ニ

ュ

ー

マ

ン

の

役
割
を

担
う

経
済
主
体
が

企

業
家
で

あ

る
。

過

去
の

経
済
史
の

史
実
が

記

し

て

い

る

よ

う
に

過
去
も

そ

う
で

あ
っ

た

し
、

未
来
も

ま

た

そ

う

で

あ

ろ

う。

　

経
済
史
あ

る

い

は

経
営
史
の
一

部
と

し
て

企

業
家
史
学
が

成
立

す

る

の

は、

経
済

活
動
に

お

け

る

「

歴

史
の

な

か

に

お

け

る

個
人
の

役
割
」

を

明
ら

か

に

す

る

必

要
が

あ
る

た

め

で

あ

る
。

　

近
世
の

経
済
社
会
の

ス

タ

ー

ト

ラ

イ

ン

と

な
ワ

た

大

航
海
時
代
も

、

ク

リ

ス

ト
フ

一
企
業

家
精
神
」

の

時
代

正

慶
　
孝

＊

　一
般

教
育

　
教
授

　
経
済
学

ア

ー

・
コ

ロ

ン

ブ

ス
、

ヴ
ァ

ス

コ

・

ダ
・

ガ

マ

、

マ

ゼ

ラ

ン

な

ど
の

ニ

ュ

ー

マ

ン

に

よ

っ

て

遂

行
さ

れ

た
。

こ

れ

ら
の

航
海
者
は、

航
海
そ

れ

自
体
に

意
義
を

見
い

出
し

た

航
海
者
で

は

な

く
、

王

家
や

有
力
貴
族
の

資
金
援
助
を

得
て

エ

ル

・

ド

ラ

ド
ー

（

黄
金

の

国
）

を

求
め

て、

大

航
海
に

乗
り

出
し

た

野
望
に

満
ち

た

海
の

男

た

ち
で

あ
っ

た
。

今

日

流
に

い

う

と、

出
資
し

た

王

家
や

貴
族
た

ち
パ

ト

ロ

ン

は

ベ

ン

チ

ャ

ー

・

キ

ャ

ピ

タ

リ

ス

ト

で

あ

り、

航
海
者
た

ち

は

成
功
報
酬
を

あ

て

に

し

た

ベ

ン

チ

ャ

ー

・
ビ

ジ

ネ
ス

マ

ン

で

あ
っ

た。

　
彼
ら

「

セ

イ

ラ

ー

・

キ

ャ

ピ

タ

リ

ス

ト
」

（

船
員
資
本
家
）

は、

リ

ス

ク

を

お

そ

れ

ず、

確
信
と

期
待
と

を

も
っ

て、

新
し

い

通

商
路
の

発
見、

新
領
土

の

獲
得
等
の

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

を

成

功
さ

せ

た
。

彼
ら

が

パ

ト

ロ

ン

た

ち

に

約
束
し

た

と

お

り
の

実

績
を

挙
げ

な

か

っ

た

ら
、

　
パ

ッ

タ

リ

だ

け
の

単
な

る

山
師
で

終
わ

っ

て

し

ま
っ

た

で

あ

ろ

う
。

だ

が
、

彼
ら

は

望
外
の

成
果
を

収
め

、

歴

史
に

大

き

な

足

跡
を
の
ア〕
し

た
。

か

れ

ら

の

よ

う
な
ロ

マ

ン

を

も
っ

た

冒
険
家
た

ち

の

活
躍
に

よ
っ

て

世

界

史
は

新
し

い

段
階
に

入

り、

こ

こ

に

グ
ロ

ー

バ

リ

ゼ

ー

シ

ョ

ン

（
世
界

は

ひ

と

つ
）

の

時
代
が

開
幕
し

た

の

で

あ

る。

　
こ

の

よ

う
に、

歴

史
は

い

つ

で

も

「

変
化
を

つ

く

り

出
す

者
」

（

チ
ェ

ン

ジ

．
メ

ー

カ

ー
）

　
に

よ

っ

て

つ

く

ら

れ、

多
く

の

人

は

「

変
化
に

追
随
す

る

者
」

（
チ
ェ

ン

ジ
・

フ

ォ

ロ

ワ

ー
）

と

し

て
、

そ

の

大

き

な

変
化
を

追
い

か

け

て

い

く
。

歴

史
の

画

期
は

常
に

二

う
し

て

つ

く

ら

れ

て

き

た
。

　
コ

ロ

ン

ブ

ス

が

最
初
に

ア

メ

リ

カ

大
陸
に

到
達
し

た

の

は、

一

四

九
二

年
の

こ

と

で

あ

る
。

一

般
的
な

言

い

方
で

は、

十
五

世
紀
末
の

出
来
事
と

い

う
こ

と

に

な

る
。

だ

が、

そ

の

歴
史
的
内
容
に

よ

っ

て

フ

ラ

ン

ス

の

歴

史
家
ア

ン

り

・

オ

ゼ

ー

ル

は、

こ

の

壮
挙
と

イ

タ

リ

ア

戦
役
（

一

四

九
四
）

を

起
点
と

し

エ

リ

ザ
ペ

ス

女
王

の

死

（

一

六

〇
三
）

あ

る

い

は

ア

ン

リ

四

世
の

死

（

一
⊥
ハ

一

〇
）

ま

で

を

十
六

世

紀
と

よ

ん

で

い

る
。

こ

こ

で

は

オ

ゼ

ー

ル

に

な

ら
っ

て
、

卜
六

世
紀
の

出
来
事
と

し

て

よ

ぶ27

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Meisei University

NII-Electronic Library Service

Meisei 　university

畷
亀

八…｝
μ

空
瓠

要

【
隱

本
文
化
学
部
・

　
、、

風

化

予

科
】

第
十
ラ

　
　冖
○
〇

二

年

こ

と

と

し

よ
・^
ノ．．

こ

の

十」
ハ

世

紀
は

世

界
が

大

き

く

転
換

し

た

時
代

で

あ

丿、

罷
済

の

側…
両

で
払レ

、

株
式
ム

本

社
を

始
め
こ

の

時
柵
口・
32

ら
A

ノ

ロ

に

至

る
七軌
で

つ

一

い

匸

い

る

礎

ご

よ
♂

’

じ

ま

な

経
済円
シ

ス

テ

ム

が、

誕
牛∴
レ

て

い

ろ
。

大
航
海
時
代
の

グ
ロ

ー
バ

ル
・
ベ

ン

チ

ャ

i

　

コ

ロ

ン

ブ

ス

の

隣、
代
以

降、
個
入
の．
投

機
的
广

誓
業
で

あ
っ

た

エ

ン

タ

ー

プ

ラ

イ

ズ

（
企
て
）

は、

組
織
的
で

か

つ

永
続
的
な

エ

ン

タ

ー

ア

ラ

イ

ズ

、
冨

利
事
鑾
）

に

亦

夂

わ

っ

ヂ
」

い

で、。
　
亠

g

な

わ
ま

り、
　
一

六

〇
〇

年
に

エ

リ

ザ
ベ

ス

女

王

が

卩

ン

ド

ン

の

羊｝

織
物
商
人

た

ち
の

願
い

を

聞
き

入

れ
、

株
式

会
社
（
紅
イ

ン

ド

会

社
）

の

設
立

を

勅

一
叶

す

る
。

そ

の

二

年

後
に、

当

時
の

イ

ギ

リ

ス

の

最
大

の

ラ

イ
バ

ル

で

あ
ワ

た

オ

ラ

ン

ダ

が、

同
様
の

合
同

褒
イ

ン

ド

会
社

を

つ

く
っ

て

い

Q
。

こ

の

含

同

束
イ

ン

ド

会

蛙

炉
、

そ
の

後
の

株
式
会
社

爭
・

ト

タ

イ

プ

に

奪
た
こ

と

は、

よ

く

知
ら

れ

て

い

る

こ

と

で

あ

ろ

う
G

　

こ

の

時
代

は
〆、
ギ

リ

ス

で

は

文
家
ウ

f

リ

ア

ム

・

シ

ェ

イ

ク

ス

ピ

ア

が

汗
躍

し

た

吟

代
で
、
・ガ、
の

シ

．
∬，
、

・

ス

ピ

ア

劇
の

演
じ

ら

れ

て

い

∴

劉
蜴
の

名
は

何
と

「

グ

。

，
ー

ブ

．
シ

ア

タ

ユ
（

地

球

塵
二
・

あ
，

た
。

・〃、
の

地
球
ビ

が

開
場
し

た

の

が
、

株

式
会

社
究

足

の

前
年
の

こ

』
・

f、、

翌
一

六

〇
〇

年
に

億

苓
陛

界
が
一

つ

の

舞
台、

そ

乙

で

は

男

女

む

同
わ

ぬ、

入

甸

は

す
ぺ

て

投
者
に

過
ぎ

な

い
。

（

と］
酔

7
¢

埼
o
「」

寛
ゴ

魯

ψ

欝
茜
少

〉
【岡
二

簿｝一

勢
つ

ヨ
臼

π・
5
焦

を

9同
さ
ゴ

∋
o
『

亀
蜜

甑
自
尾

 
「

加

し
」

と
い

う

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　ほ

台

講一
で

甘

名
な
シ

ェ

イ

ク

ス

ピ

ア

の

戯
曲
「

お

気

に

召

す
ま

ま
「

〔

ン
。゚

尾
o
瓢

ご
ズ
¢

［
こ

が，
烹

演許

れ

て

い

る
。

齔

界
各
地

で

活

躍
す
る

こ

と

に

な

る

イ

ギ
リ

ス

人

の

気

分
が
、

　
こ

の

台」
詞

←
も

表
わ

れ

て

い

る
り

　

そ

の

同

じ

年．、

イ

ギ
リ

ス

人

ウ

ィ

リ

ア

ム

・

ア

ダ

ム

ス

（

：、
浦
慢

汝

針
）

や
二

末

せ

た

オ

ラ
ソ、
ヌ

船
「

デ
・

ー、
フ

デ
．

ワ．

あ

る

い

は

三
ラ

ス

ム

フ
ー
乃
」

が、

豊

後
沖
に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

28

涼

着
し

な．

ま

た、

世
界
最
初
の

株
式
へ、
社
が

−

発
明
L

さ

れ

た
渥

あ
年
に
、
顕

丁

・

。

パ

か

ら

み
f、
極
東
（
77

・
−

イ

ー

ス

ト
）

に

あ

る

日

本
で

は

「

大

ド

分
け

目

の

戦
い．、

と

よ

ぱ

れ

た
「

関
が

原
の

戦
い

」

が

戦
わ

れ

て

い

た
。

　

冊．
界
を

舞

台
に

し

た

経
済
活

動
は
、

シ

・

イ

ク

ス

ビ

ア

の

活

躍
し

た
工

丿

ザ

ベ

ス

朝
か

ら

始
ま
っ

て

い

る

の

で

あ

る．．
，

取

近
の

科
学
技
術
の

危

達
に

よ
っ

て
．

借

界
の

情
端…
が

リ

ア

ル

タ

イ
ム

で

伝

わ

り、

ま

た

妣
黒肖
の

あ

ら
ゆ

る

活
動
が

オ

ン

ラ

イ

ン

化

し
一「、
い

る

現
代

の

状
況
を
飛
・

彑
」

、

グ

・

鳥
リ

ギ
喜
．
ご
・

と

い

う
の

は、

別
に

旧
同
立

遅

い

で

は

な
い

に

し

て

も
、

　
こ

の

十．亠
ハ

阯

紀

も

ま

た、

あ

る

租…
の

グ

ロ

ー

バ

リ

ゼ

、−
シ

ョ

ン

の
眦

吋

代
で

あ
っ

た

の

で

あ

ろ
。

　

ゴ

ロ

ン

ブ

ス

の

よ
・
フ↓
ば

航
海
者
け
、

航

海
そ

れ

白
H

体
が

目

的
で

は
お鰍
く、

ー

マ

モ

ン

の

神
一
〔
冨
の

神）

を

求

め

て

の

ビ

ジ

ネ

ス

と

し

て

の

航
海
が

口

的
で

あ

る
。

し

た

が

。

で、、

彼

ら

は
セ

イ
ラ

ー

・

キ

ビ

タ

リ

ス

ト

（
船
員

資
木
家）

と

よ

ば

礼

る

が、

彼
ら
こ

そ

大
き

な

リ

ス

ク

を

負
い

な

が

ら

大
事
業

に

乗
り

出

し

た
血

型

的

な

「

ア

ン

ト

ル

プ

レ

ヌ

ー

ル．

（

企
業
豕

精
神
の

持

ち

↓

で

あ

，
、

今

日
の

ベ

ン

チ

ャ

ー

・

ビ

ジ

ネ

ス

マ

ン

は、
　
コ

ロ

ン

ブ

ス

の

末
裔
な
の

で

あ

る
。

資
本
主

義
は

ダ

イ

ナ

ミ

ッ

ク

に

変
化
す

る

　

こ

れ

ま

て

地
べ

て

き

た

よ

う
に
、

ア

ン

ト

ル

プ

レ

ヌ

ー

ル

と

は

い

ま

ま
で

に

な

ρ

エ

・〆
タ

ー

プ

ラ

ノ
ー

ズ

（
企

て）

を

諷

み

る

二

一
ー

マ

ン

の

こ

と

で

あ

る
。

こ

れ

は

経

注
活
動

と

い

う

狭

い

範
阿

に

限

定
す

る

必

要

は

か

ー

．

さ

ま

ざ

ま

な

分

野
で
一
T
ー

マ

ン

が

必

要

な

毟、
あ

り、

ま

た、

二

・

ヂ
マ

・

が

い

な
−

阪

り

何
事
も

肘
進

し

な

い，、
．

卩
い

換・
κ

る
−
こ、

　
二

沽
i

マ

ン

と

は

新
し
い

フ

ロ

η

ニ
ア

イ

ァ

（
境
界）

を

切

リ

哩

囲

い

た
．
、

イ

オ

ニ

ァ

の

二

と

で

あ

る
。

　

た

と

え

ば
・
／

エ

イ
ク

ス

ビ

ア

と

同
じ

時
代

の

昌

本

人

を

挙
げ
る

と、

絏

田

仁
長
で
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あ

る
。

彼
は

長
篠
の

合
戦
の

際、

馬
防
柵
を
つ

く
っ

て

敵
軍
の

武
田

騎
馬
軍
団

の

攻

撃
を

か

わ

す
と

と

も

に

鉄
砲
隊
を

三

列
に

な

ら
べ

て

弾
込

め
の

時
間
を

ミ
ニ

マ

ム

に

お

さ

え

る

と

い

う
画

期
的
な

戦
法
を

「

発
明
」

し

た

り、

楽
市
楽
座
と

い

う

自
由
放

任
の

経
済
政
策
を

採
用

し

て

商
工

業
者
に

経
済
活
動
を

活
発

に

行

な

わ

せ

る

こ

と

に

よ

っ

て

自
ら

に

入
っ

て

く

る

収
入
を

増
や

し

た

り、

あ

る

い

は

僧
兵
集
団
の

支
配

下

に

あ

る

叡
山

を

焼
き

討
ち

に

し

た

り

す
る

な

ど

の

政
治
的
イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

を

敢
行

し

て
、

迷
信
や

呪
術
を

信
じ

な
い

最
初
の

日

本
人

で

あ

る

こ

と

を

証
明

し

た
。

　

こ

の

よ

う

に、

政
治、

軍
事、

文

化、

宗
教、

経
済
等
ど

の

分
野

で

あ

れ

チ

ェ

ン

ジ
・

メ

ー

カ

ー

（

変
化
を

つ

く

り

出

す

人
）

が
、

ニ

ェ

ー

マ

ン

な

の

で

あ

る
。

信
長

の

「

発
明
」

し

た

鉄
砲
隊
の

戦
法
は、

あ

と

に

な

れ

ば

誰
に

で

も

思
い

つ

く

「

発

明
［

で

あ

る
。

し

か

し、

そ

れ

は

「

コ

ロ

ン

ブ

ス

の

卵
」

で

あ
っ

て

も、

コ

ロ

ン

ブ

ス

で

は

な

い
。

世
の

中
の

人

は、

ほ

と

ん

ど

が

「

コ

ロ

ン

ブ

ス

の

卵
」

で

あ

る
。

「

コ

ロ

ン

ブ

ス

の

卵
」

が

い

く

ら

集
ま
っ

て

も、

世

の

中
ほ

な

に

も

変
わ

ら

な

い
。

い

ま

ま

で

通
り

の

こ

と

が

際
限
な

く

繰
り

返
さ

れ

る

だ

け

で

は

歴
史
は

「

創
造
」

で

き

な

い

の

で

あ

る
。

　

こ

の

「

コ

ロ

ン

ブ

ス

」

と

「

コ

ロ

ン

ブ

ス

の

卵
」

の

違
い

を

企
業
者
（

一

般
的
に

企
業
を

営
む

人
）

の

分

類
で

述
べ

た

の

が
、

前
述
の

J
・

A
・

シ

ュ

ム

ペ

ー

タ

！

（

一

八

八

三

−
一

九

五

〇）

と

い

う

オ

ー

ス

ト

リ

ア

出
身
で

後
に

ア

メ

リ

カ

に

帰
化

し

た

経
済
学
者
で

あ
っ

た
。

　

彼
が

純
粋
理

論
や

経
済
学
史、

経
済
社
会
学
の

分
野
で

す

ぐ

れ

た

研
究
を

残
し

た

こ

と

は
、

よ

く

知
ら

れ

て

い

る

と
お

り

で

あ

る
。

偶
然
に

も
マ

ル

ク

ス

の

な

く

な
っ

た

同

じ
一

八

八

三

年
に

生

ま

れ
、

二

十
世
紀
前
半
の

経
済
学
界

を

リ

ー

ド

し

た

の

が、

こ

の

シ

ュ

ム

ベ

ー

タ

ー

と

J
・

M
・

ケ

イ
ン

ズ

（
一

八

八

ニ

ー
一

九
四
⊥
ハ
）

の

二

人

の

経
済
学

者
で

あ
っ

た
。

　

こ

の

シ

ュ

ム

。
へ

ー

タ

ー

は、

現

実
の

経
済
政
策
の

面
で

は

ケ

イ

ン

ズ

ほ

ど

の

影

響

「

企

業
家

精
神
」

の

時
代

止

慶

　
孝

力

を

与

え

て

い

な

い
。

ケ

イ
ン

ズ

の

諸
提
案
は

各
国
の

経
済
政
策
に

採
用
さ

れ
、

い

ま

で

も

「

生

き

て

い

る
」

か

「

死

ん

で

い

る
」

か
、

す

な

わ

ち

そ

の

理

論
の

有

効
性

が

し

ば

し

ば

論
じ

ら

れ

て

い

る

の

に

対
し、

シ

ュ

ム

ペ

ー

タ

ー

は、

そ

の

思

想

は

生

き

て

い

る

け

れ

ど

も、

そ
の

理

論
は

現
実
の

経
済
政
策
の

場

面

で、

ケ

イ

ン

ズ

ほ

ど

言
及

さ

れ

る

こ

と

は

な
い

か

ら

で

あ

る
。

　

し

か

し、

時
代
の

転
換
期
に

な

る

と
、

ケ

イ

ン

ズ

で

は

な

く、

資
本
主
義
あ

る

い

は

経

済
社
会
の

運
行
に

関

し

歴
史
的
長
期
的
に

展
望
を

試
み

た
シ

ュ

ム

ペ

ー

タ

ー

の

名
と

そ

の

理

論
が

、

き

ま
っ

て

想

起
さ

れ

る
。

そ

の

例
証
は、

ロ

バ

ー

ト
．

ハ

イ

ル

ブ

ロ

ナ

ー
、

J
・

K
・

ガ

ル

ブ

レ

イ

ス

な

ど
ポ

ス

ト

資
本
主

義
社
会
を

論

じ

る

多
く

の

著
作
家
が
、

シ

ュ

ム

ペ

ー

タ

ー

の

著
作
『

経
済
発

展
の

理

論
L

や

『

資
本
主
義
・

社
会
主

義
・

民

主
主

義
』

を

引

用
し

て

議
論
し

て

お

り、

そ

の

甚
大

な

影
響
が

見

ら

れ

る

こ

と

か

ら

も

分

か

る

で

あ

ろ

う。

彼
の

ヴ

ィ

ジ

ョ

ン

（

資
本

主

義
観
）

は、

い

ま

な

お

大

き

な

影
響
力
を

も

っ

て

い

る

の

で

あ

る。

　

そ

れ

は、

P
・

F
・

ド

ラ

ッ

カ

ー

が

『

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト
・

フ

ロ

ン

テ

ィ

ア

ー
明

日

の

行
動
方
針
』

の

な

か

で

い

み

じ

く

も

述
べ

て

い

る

よ

う
に
、

「

二

つ

の

世

界
大

戦
の

間
に

あ
っ

て、

ケ

イ
ン

ズ

ほ

ど

華
々

し

く、

才
気
あ

ふ

れ

た

者
は

い

な

か
っ

た
。

こ

れ

に

対
し

て

シ

ュ

ム

ペ

ー

タ

t
は

平

儿

に

見

え

た
。

し

か

し
、

シ

ュ

ム

ペ

ー

タ

ー

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　ハ
　ゾ

に

は

英

知
が

あ
っ

た
。

才
気
は

日

々

を

手
に

す

る
。

し

か

し

英
知
は

不

朽
で

あ

る
。

」

（
上

田
・

佐
々

木
訳、

ダ

イ

ヤ

モ

ン

ド

社
）

か

ら

で

あ

る
。

　

そ

れ

で

は

彼
は

ど

の

よ

う

な

理

論
を

唱

え

た

の

で

あ

ろ

う
か
。

彼
の

発

展
理

論
の

根
底
に

あ

る

考
え

方
は、

要
す
る

に

「

資
本
主

義
の

本
質
は

ダ

イ

ナ

ミ

ッ

ク

な

も
の

で

あ

る

と
い

う
こ

と

で

あ
る
」

。

　

ア

メ

リ

カ

大

統
領
選

挙
の

共
和

党
候
補
者
と

し

て

二

回

に

わ

た
っ

て

名

乗
り

を

あ

げ

た

雑
誌
『

フ

ォ

ー

ブ

ス

』

の

オ

ー

ナ

t

経
営
者
ス

テ

ィ

ー

ブ

・

フ

ォ

ー

ブ

ス

の

父

親
で

あ

る

先
代
に

よ

っ

て

『

フ

ォ

ー

ブ

ス

』

が

創
刊
さ

れ

た
の

は、

一

九
一

七

年
の29
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明

星

大

学
研
究
紀

要

〔
”

不

文

化
学
部

二τ
亅
講

文

化

学
科
】

弟
−

号

　
二

〇
C
二

午

こ

と

で

あ
ワ

た
．

こ

の

創
刊
さ

れ

た

年・
が

示
瞼
A

し

て

い

る

と
お

り

『

フ

†

ー

ブ
7

ヨ

は、

ロ

シ

ア

革
命
が

勃
発
し

史
上

切
め

て

社
会

主

義

政

権
が

出
現
し

た

年
に、

こ

れ

に

脅

威
を

感
じ

た

先

代
の

・

ル

「．

ご
フ

諺

i

プ

ス

が

ア

メ

リ

カ

資
木

主
義

を

擁
護

す

る

目

的

で

創
刊
し

た

ビ

ジ

卞

ス

雑

誌
で

あ

る．．

　

そ
の

雑
誌
の

創
刊
七

十
周

年
記

念
号

（

一

九
八

七

年

七

月

十
二

目

発
行）

の

表
紙

に

は

「
資
本
毛

義
は

本

質
的
に

変
化
を

生

命
と

す

る

経
済
様
式
で

あ

り
、

決
し

て

決

し

て

定
常
的
状
態
は

あ

り

え

な
い

［

と
い

う

文
句
が

、

激
浪
を

あ

し

ら
っ

た

画
の

⊥

に

刷
り

込

ま

れ

て

い

る
。

「

決
し

て

決
し

ザ、
」

と
、

度
も

髯
く

孚

と

い

う

副
詞
が

使

わ

れ

て

い

る

の

が

印

象

的
で

あ

る．．

こ

れ

は
シ

ュ

ム

ベ

ー

タ

…

の

キ

張
を

借
り

た

も

の

で

あ

り、
　
こ

の

文
勧、
こ

そ、

シ

．一
ム

ペ

ー

々

1
理
仏

珊

の

根
底
に

あ

る

主

張
な

の

で

あ

る
。

ま

た、

シ

ッ［
ム

ペ

ー

タ

ー

は、

経
済
発

展
の

な

い

資
本
主

義
を
シ

．宀

イ

ク

ス

ゾ
L

ア

の

作
晶

『

ハ
ム

レ

ッ

ト
』

に

譬

え

て
、

「

デ

ン

マ

ー

ク

の

王

了

抜
き

の

｝、
ハ

ム

レ

ッ

ト
』

の

よ

う

な

も
の
．

と

も

い

っ

て

い

る
。

こ

の

文
旬
の

背
景
に

あ

る

経
済
理

論
が
一，
革
新　
の

理
筑

珊一

あ

る

い

は
一

新
結

合
（

Z
 
ロ
Φ

「

図（）
筥
σ

三
鋤

ユ

OP
（）一日
）

の

理

論
…

と

し

て

知

ら

れ

て

い

る

経
済
発
展

理

論
で

あ

る
。

こ

れ

は

経
済
理
論
に

お

け

る

「

進

化
論
」

で

あ

る

と

い

っ

て

も、

よ

い

で

あ

ろ

う
。

資
本
ト

義

経
済
は

絶
え

ず
変

化
し、

　一

口

た

り

と

も

定
常
的
で

は

あ
ー−・
え

ず、

絶
え

ず
進

化

し

て

や

ま

な

い

と

い

う
の

が、

シ

」
ム

ペ

ー

タ

ー

の

ヴ

ノ、
ジ

ョ

ン

で

あ

る

か

ら

で

あ

る
。

経

済
を

発
展
さ
せ

る

変
化
と

そ

の

担
い

手

　

シ

コ
ム

ペ

f
タ

ー

が

こ

の

理

論
を

初
め

て

展

開
し

た

の

は、
『

経
済
発

展
の

理

論
』

广

→
700

ユ
O

血〔、
「

≦一
『
勝
O
ゴ

簿
h

ニ

ド
7
ぐ会

ご

に
コ
腔

芝呻
O

肛
Ω

う
鴻）

の

な

か

で

あ

る
。

そ

の

初

版
は

【

九
一

二

年
に

E
梓
さ

れ

た
。

シ
、一

ム

ペ

！

タ

i
二

十

九
歳
の

時
の

著
作
て

あ

る
。

こ

の

嚢
凵

物
の

な

か

で、
　

シ

．｛
ム

ペ

ー

タ

ー

は、

次
の

よ

う

に

述
べ

て

い

る
．

30

一，
経
済
生
活田
は

変
ル
山

す

る

も

の

で

あ

り、
　一

部
分

は

与

件
の

変
動
の

た

め

に
亦
久

化

し、

継仙
済
け
こ

れ

に

対
し

て

滴桶
応
す

る

傾
向
が

あ

る．

し

か

し
、

経
済
の

変
化

は

こ

れ

だ

け

が

峰
、

の

も

の
照

、

は

な
い
．

こ

の

ぽ

か

L 、

与

件
に

対

す

る

経
済
体

系

外
か

ら
の

影
響
に

よ

っ

て

は

説
剛

さ

れ

な

い

で
、

経

済
体

系

内
か

ら

生

ず

る

変
化

が

あ

る
。

こ

の

種

の

変
化
は、

多
く

の

重

要
な

経
済
現
象
の

原
因

で

あ

ッ

て

…

…
、

L

無
上、

塩

野
谷

市
山

寅
畑
訳、

謬
済

発

展
の

理

諭
』 ・
山

農

洗）
・

　

こ

の

経
済
体
系
内
の

変
化

を

説

明
す

る

理

論

が

「

新
結

合
の

理

論
」

で

あ
る
。

言

い

換
え

る

と
、

戦
争
ー
と

か

革

命、

あ

る

い

は

新

し
い
嬬

唄
⊥
L

の

獲
得

と
か

い

っ

た

経
済い

シ

ス

テ

ム

の

外
に

あ

る

変
化
に

よ
弓、

て

生

産
活

動

が

変
化
す

る

こ

と

で

は

な

く、

経

済
シ

ス

テ

ム

内
部
で

発

生

す

る

変
化
に

よ
ッ

て

生

産

活
動
の

内
容
が

大

き

く

変
化
す

る

こ

と

が
、

「

新
結
合
」

で

あ

る
。

生

産

活
動
は、

資
本、

土

地、

労

働
と

い

っ

た

生
産
要
素
の

結
人
口

に

よ

っ

て

な

さ

れ

ろ
。

　
こ

れ

が

な

ん

ら

か

の

理

由

に

よ

っ

て

大

き

・
、

変
化
す

る

こ

と

に

よ

っ

て
、

経
済
シ

ス

テ

ム

全

般

に

大

き

な

変

化
が

生

じ

る、

こ

の

大

き

な

変
動
の

こ

と
で

あ
る
。

　

そ

れ

で

は、

ど

ん

な

「

新
結
合
−

が

あ

る

で

あ

ろ

う
か

。

そ

れ

は

次
の

五

つ

の

場

　

　
　

　

　

　
ら　　

合
を

含
ん

で

い

る
。

　
．

新
し

い

財
貨、

す
な

わ

ち

消
費
者
の

間

で

ま

だ

知
ら

れ

て

い

な
い

財
貨、

あ

　

　
る

い

は

新
し

い

品

質
の

財
貨
の

生

巌
．

　｛
．

新
し

い

生

産
方
法、

す
な

わ

ち

35
該
産
業

部
門
に

お

い

て

実
際
⊥

未
知

な

生

　

　
産
方
法
の

導
入。

こ

れ

は

け
っ

し

て

科
学
的
に

新
し

い

発

見

に

基、
つ

く

必

要
は

　

　
な

く、

ま

た

商
品

の

商
業
的
取
扱
い

に

関
す

る

新
し

い

方
法

を

も

合
ん
で

い

る
。

　
三

　

新
し

い

販

路
の

開
拓、

す

な

わ

ち

当

該
国
の

当

該
産
業
部
門
が

従
来
参
加

し

　

　
て

い

な

か
っ

た

市
場
の

開
拓、

た

だ

し、

こ

の

市

場
が

既
存
の

も
の

で

あ

る
か

　

　
ど

う
か

は

問

わ

な
い．、
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四

　
原
料
あ

る

い

は

半
製
品

の

新
し

い

供
給
源
の

獲
得

。

こ

の

場
合
に

お

い

て

も
、

　
こ

の

供
給
源
が

既
存
の

も

の

で

あ

る

か

ー
単
に

見

逃

さ

れ

て

い

た

の

か、

そ

　

の

獲
得
が

不

可
能
と

み

な

さ

れ

て

い

た

の

か

を

問
わ

ず

ー
あ

る

い

は

初
め

て

　

作
り

出
さ

れ

ね

ば

な

ら

な

い

か

は

問
わ

な

い
。

五

　
新
し
い

組
織
の

実
現、

す
な

わ

ち

独
占
的
地

位
（

た

と

え

ば

ト

ラ

ス

ト

化
に

　

よ

る
）

の

形

成
あ

る

い

は

独
占
の

打
破。
（

前
掲
書
）

　

以

上
の

よ

う

に、

経
済
シ

ス

テ

ム

内
部
で

の

変
化
に

よ
っ

て、

経
済
社
会
が

大
き

く

変
動
す

る

こ

と

を、

シ

ュ

ム

ペ

ー

タ

ー

は

明
ら

か

に

し

た
。

こ

の

よ

う
な

「

新
結

合
」

の

遂

行
者
は、

古
い

企

業
家
に

と
っ

て

替
わ

る

新
し

い

企
業
家、

す
な

わ

ち

イ

ノ

ベ

ー

タ

ー

で

あ

り、

特
に

ベ

ン

チ

ャ

ー

・

ビ

ジ

ネ

ス

マ

ン

、

今
日

の

日

本

で

は

「

起
業
家
」

（

「

企

業
家
」
）

と

よ

ば

れ

る

人
で

あ

る
。

　

シ

ュ
ム

ペ

ー

タ

ー

は、
『

資
本
主
義
・

社
会
主
義
・

民

主
主

義
』

（

東
畑
・

中
山
訳、

東
洋
経
済
新
報
社）

の

な

か

で、

五

つ

の

事
例
の

そ

れ

ぞ

れ

に

例
証
を

挙
げ

て

説
明

　

　

　　
　ロ

し

て

い

る
。

　

第
一

の

「

新
商
品
」

と

は、

鉄
道
サ

ー

ビ

ス
、

自
動
車、

電
気
器

具
の

ご

と

き

も

の、

で

あ

る
。

　

第
二

の

「

新
生

産
方
法
」

と

は、

機
械
化
さ

れ

た

工

場、

電
化
さ

れ

た

工

場、

化

学
的
合
成

ま

た

は

そ

れ

に

類
す

る

も
の
、

で

あ

る
。

　

第
四

の

「

新
供
給
源
」

と

は、

ラ

プ

ラ

タ

羊
毛、

ア

メ

リ

カ

棉
花、

カ

タ

ン

ガ

銅、

で

あ

る
。

　

第
五

の

「

新
組
織
形
態
」

と

は

企

業
合
併
運
動
の

よ

う
な

も

の

で

あ

る
。

　

第一．一
の

場
合
の

例
示

は

な

さ

れ

て

い

な
い

け

れ

ど

も、

今

日

で

い

え

ば、

ス

ー

パ

ー

と

よ

ば

れ

て

い

る

SSDDS

（

°。

o

零
の

奠

≦

8
島
ω

02

つ
宀

α
Φ

℃
ロ

詳
日
o

葺

斡
o
器
）

と

か

コ

ン

ビ

ニ

エ

ン

ス

・

ス

ト

ア

な

ど

を

そ

の

例
証

と

し

て

あ

げ

る
こ

と

「

企
業

家
精
神
」

の

時
代

正

慶

　
孝

が

で

き

よ

う。

　
以

⊥

が、

シ

ュ

ム

ペ

t
タ

ー

の

挙
げ

て

い

る

例
証
で

あ

る

が、

い

ず

れ

に

せ

よ、

経
済
シ

ス

テ

ム

内
部
で

の

い

ま

ま

で

と

は

異

な
っ

た

や

り

方
で

事
を

進

め

て

い

く
こ

と

が
、

そ

の

趣
旨
で

あ

る
。

　
シ

ュ
ム

ペ

ー

タ

ー

が

『

経
済
発
展

の

理

論
』

や

『

資
本
ギ

義
・

社
会・
王

義
．

民

主

主

義
』

を

執
筆
し

た

時
代
以

降、

科
学
−

産
業
革
命、

テ

ク

ネ

ト
ロ

ニ

ッ

ク

．
エ

ラ

（

電
子

技
術
時
代）
、

ボ

ス

ト
・

イ

ン

ダ

ス

ト

リ

ア

ル

・

ソ

サ

エ

テ

ィ

（

工

業
後
社

会
）

な

ど

と

よ

ば

れ

る
一

連
の

変
化
が

生

じ、

今
日

の

「
大

転
換
の

時
代
一
（

グ

レ

ー

ト

・

ト

ラ

ン

ス

フ

ォ

ー

メ

ー

シ

ョ

ン
）

を

迎

え

て

い

る
。

今

目

の

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

は、

情
報
技
術
（

IT

）
、

遺

伝
子
工

学、

新
材
料
工

学、

ナ

ノ

技
術、

サ

…

ビ

ス

経
済
な

ど

の

各
分
野
で

展
開
さ

れ

て

お

り、

そ

の

一

大
特
徴
は、

ソ

フ

ト

ゥ
ェ

ア

や

サ

ー

ビ

ス

経
済
の

分
野
で

の

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

が

多
い

こ

と

で

あ

る。

起
業
家
は

「

創
造
的
破
壊
」

の

担
い

手

　
と

こ

ろ

で、

い

ま

ま

で

述
べ

て

き

た

よ

う
に、

経
済
変
動
を

導
い

て

き

た
の

は、

「

新
結
合
」

に

よ
っ

て

で

あ
っ

た
。

こ

の

「

新
結
合
」

こ

そ

が、
「．
資
本
主
義

の

エ

ン

ジ

ン

を

起
動
せ

し

め
、

そ

の

運
動
を

継
続
せ

し

め

る

基
本
的
衝
動
」

（
前
掲
書
）

で

あ

る
。

二

の

よ

う
な

基
本
的
衝
動
に

基

づ

い

て

経
済
発

展
を

も

た

ら

す

変
化
を

シ

ュ

ム

ペ

ー

タ

ー

は、
「

創
造
的

破
壊
の

諸
過
程
」

（

℃
「

oo

窃
の

o
ひ・

oho

蕁
騨

試
く
o

α
o
ω

→

≡
？

二
〇
コ

）

と

名
づ

け

た
。

彼
は

い

う
。

　
「

不

断
に

古
き

も

の

を

破
壊
し

新
し

き

も

の

を

創
造
し

て、

た

え

ず

内
部
か

ら

経

済
構
造
を

革
命
化
す
る

産

業
上

の

突
然
変
異

−
生

物
学
的

用
語
を

用
い

る

こ

と

が

許
さ

れ

る

と

す
れ

ば

ー
の

同
じ

過
程
を

例
証

す
る

。

こ

の

『

創
造

的
破
壊
』

（

9
Φ−

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　　
らソ

p
試
く
 

∪

霧
冥
億
o

口
o
コ）

の

過
程
こ

そ

資
本
主
義
の

本
質
的
事
実
で

あ

る
。

」

〔
前
掲31
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．、
OO

二

軍

書）
　

こ

の

よ

う
に
、

資
本

卞

義
の

本
質
的
事

実

が
、

こ

の

一

創
浩　
的

破
壊
」

の

事
実
に

あ

る

な

ら

ば、
．｝
の

「

創
造
的
破
壊
」

の

担

い

予
が
、

企

業
家

で

あ

る
。

と

こ

ろ

で
、

企

業
者
に

は

二

種
類
の

企
業
者

が

い

る
。

「

変
化
を

つ

く

り

出

す
」

企
業

者

〔

コ

ロ

ン

ブ

ス
）

と、
「

変
化
に

追
随
す

る
」

企
業
者

（

コ

ロ

ン

ブ

ス

の

卵）

で

あ

る
。

前

者
は

「

ア

ン

ト

ル

プ

ル

ヌ

ーー
ル

」 、

後
者
が

「

エ

ン

タ

ー

プ

ラ

イ

ザ

ー
」

と

も

い

わ

れ

る
。

こ

三
で

臼

本
語

に

訳

す
と

同
じ

く
一

企

業
墜

と

な

る

フ

ラ

ン

ス

語
（

前

者）

と

英
語

（

後
者
）

の

双

方

を

わ

ざ

わ

ざ

示

し

た
の

は
、

前
者
は
　

変
化
を

つ

く

り

出
す
L

企

業
者

で

あ

り、

後

者
は
い

ま

ま

で

通

り
の

ル

ー

チ

ン

ワ

ー

ク

し

か

し

な

い

た

ん

な

る

企

業
者
で

あ

る

こ

と

を

区
別
す

る

た

め

で

あ

る

（

シ

ュ

ム

ペ

ー

タ

ー

『

経
済
発

展
の

理

論
』

の

英
訳
⊥

の

区

別
〕

．

彼
も

「

企

業

者
」

つ〕
こ

で

の

区

別
で

は

ア

ン

ト

ル

プ

ル

ヌ

ー

ル

の

こ

と
）

を
こ
・
り

宀

た晶
峩

し

て

い

る
。

　
「・
…
；

企

業
者

（

⊂
コ

帯
欝
μ

Φ

＝

頃
ズ〕
剛

）

と
呼・
ぶ

も
の

は、

新
勳
…

合
の

遂

行
を

み

ず

か

　

ら

の

機
能・・
」

し、

そ

の

遂

行
に

当
っ

て

能
罫

勤

的
要
去却
と

な

る

よ

う

な

経伸
済閃
主
体
の

　

　

　

　

コ　　

　
こ

と

で

あ

る
。

」

（

前

掲
盡
口

）

　

す

で

に

述
べ

て

き

た

よ

う

に、

本
来
の

意
味
で

の

…

企
業
家
」

す

な

わ

ち

−

起
業

城
ご

と

は、
　

こ

こ

で

い

う

「

ア

ン

ー・

ル

ブ

ル

ヌ

ー

ル

」

（

あ

る

い

は

英
凱

叩

読

み

し

て

ア

ン

ト

レ

プ

レ

ナ

ー
）

の

こ

と

で

あ

る。

シ

．一
ム

ベ

ー

ダ

ー

は、
「

企

業
家 
猜

神
」

あ

る

い

は

「

起
業
家
繕旧
神
」

　
の

こ
ーH
」

を、
　
エ

ン

タ

ー

プ
一
フ

イ

ズ

イ

ン

グ
・
ス

ピ

ー−・
ヴ

ト

と

は

呼・
ば

ず
に
、

わ

ざ

わ

ざ

フ

ラ

ン

ス

語
の

ア

ン

ト

ル

プ

ル

ヌ

ー

ル

を

用
い

て
、

．〕
れ

に

シ

ッ

プ

と
い

う
櫨へ
語

の

名
詞
の

接
尾

辞
を
つ

け

て

「

ア

ン

ト

ル

プ

ル

ヌ

ー

ル

シ

。

プ
」

と

い
・
っ

語
を

造

語

し、

い

ま

ま
’・、
通

り

の

・｝
と

し

か

し

な
い

単

な

る

企

業

者
と、

自
ら

リ

ス

ク

を

負

担
し

な

が

ら、

い

ま

ま

で

と

は

異
な
っ

た

「

新
機
軸
」

を

32

遂
碧
す

る
一

企
業

豕

∵、
」

を

区

別
し

た
、

二

・
ー

マ

ン

人
は

当

然、
一
ア

ン

ト

ル

ァ

ル

ヌ

ー

ル

シ

ッ

プ
一

の

壮

何

ち

主

の

こ

と

で

あ
る．．

と

こ

ろ

で、

前

述
の

引

用
の

文
欝
「

と…
似

た

二

と

を
圭
昭

い

て

い

る

螢．
命丁
家

が

い

る
。

中

国
の

毛

訳
帝

凩

で

あ

る
。

彼
は
一、
実

践
仏

酬

・
茅・
盾
弧

澗
』

の

な
か
鵡n
♪
次

の

よ

う・
に

い

っ

てー
い

る．．

　

世
界
は、

…

…

需
い

も

の

を

新
し

い

も

の

に

か

え、

つ

ね

に

こ

の

よ

う

な
［」
新

　

陳
代
謝
』

を

お

こ

な

い
、

亠
肖

い

も

の

を

除
い

て

新
し
い

も

の

を

生

み

（

司

除

旧

布

　

新
」）
、

古
い

も

の

の

な

か

か

ら

新
し

い

も
の

を

出
す

〔
『

推
陳
出

新
』
）

な

の

で

　

ヘドけ
こ

　

あ

る
。

」

（

松
村
・

竹
内

訳

『

実
践
論
・

矛

盾

論
』 、

岩

波

書
店〕

　
こ

の

叙

述
は
、

も

ち

ろ

ん

革
命

理

論
と

し

て

構

想
さ

れ

た

も

の

だ

が、

経
済
活

勦

に

も

共
通
す

る

も

の

が

あ

る
。

「

15

い

も

の

を

除
い

て

新
し

い

毛

の

を

生

み

出
す
一

戸｝
と

が、
「

剣
鑑
湿

的
破
壊
隔

の

エ

ッ

セ

ン

ス

で

あ

る

か

ら

で

あ

る
。

景
気
循
環

は

経
済
革
新
に

起
因
す
る

　

シ

．一
ム

ペ

ー

タ

ー

は、

別

の

覊
闘

物
の

な

か

で

は
、

イ

ノ

ベ

ーー
シ

ーニ
ン

○
ゴ

⇒
O
ぐ

的−

諏

9
じ

を

次
の

よ

う・
に

説
明

し

て

い

る。

　
「
す
唱、
に

使
わ

れ

て

い

る

商
晶

の

生

産
に

つ

い

て

の

技
術
上
の

変
化、

新
市

場
や

　

新
供
給
源
の

開
拓、

作
業
の

テ

イ

ラ

ー

組

織
化、

材
料
処

理
の

改
良、

百

貨
店
の

　

よ

う

な
新矧
事
業
組…
幟

の

設
立
1

ー
略
言

す

れ

ば、

経
済
生

活
の

領
域
で

の

『

違
っ

　

た
ぬ

、

り

方
で

こ

と

を

運

ぶ

こ

と
』

ー

ー、

ず
べ

て

こ

れ

ら

の

二

と

は

わ

れ

わ

れ

が

　

革
新
と

い

う

言

葉
で

呼
ぼ

う
と

す
る

も
の

の

事
例
で

あ

る
。

一
〔

『

景
気
億

環

論
」 、

　

吉
田

監
訳、

有
斐
閣
）

。

以

L
の

よ
・

つ

に
、

イ

ノ

ベ

　

シ

ョ

ン

あ

る

い

は
一

新

結
A
ロ

一

に

よ

ッ

て、

経
済
粁陣
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会
が

発
展
す
る

と

考
え

た

シ

ュ

ム

ペ

ー

タ

ー

は、

こ

の

理

論
を

長
期
波
動
の

景
気
循

環
と

関
連

さ

せ

て

説
明
し

た
。

　

彼
に

よ

る

と、

近

代
経
済
の

歴

史
が

始
ま
っ

て

以

来、

観
察
さ

れ

る

景
気
の

好

況
・

不
況
の

長

期
的
な

波
動
を

引
き

起
こ

す
要
因
は

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

で

あ

る
。

産

業
革
命
以
来、

今

日

に

い

た

る

ま
で

（

一

九
三

九
年
ま

で
）

一、一
つ

の

大

き

な

波
が

観

察
さ

れ

た
。

シ

ュ
ム

ペ

ー

タ

ー

は
、

そ

の

大
き

な

波
と

イ

ノ

ペ

ー

シ

ョ

ン

を

関
連

さ

　

　
　
　
　
　

　
　

　ヘ
リ　

せ

て

説
明
し

た

の

で

あ

る
。

　

そ

の

第
一

の

波
は
、

十
八

世
紀
八

十

年
代
の

産
業
革
命
で

あ

る
。

こ

の

産
業
革
命

が

象
徴
す
る

も

の

は、

紡
績
機
械
の

発

明
と

蒸
気
機
関
の

初
期
の

利
用
で

あ
る
。

　

第
二

の

波
は、

十

九
世

紀
中
期
の

蒸
気
と

鋼
鉄
の

利
用

、

つ

ま

り

鉄
道

建
設

で

あ

る
。

　

第一、一
の

波
は

、

十
九

世
紀
か

ら
二

十
世

紀
の

変
わ

り

目

に

電
気、

化
学、

自
動
車

が

新
た

な

産
業
部
門
と

し

て

生

ま

れ

た

こ

と

に

よ

る

波
で

あ

る
。

　

以

上

の

波
は、

五

十
年
か

ら

六

十
年
の

波
長
を

も
つ

長

期
の

波
動
で

あ

る

と

こ

ろ

か

ら、
「

長
期
波
動
」

と

か
、

そ
の

事
実
を

発
見
し

た

入

の

名
を

と

っ

て
、

「

コ

ン

ド

ラ

チ
ェ

フ

の

波
」

と

も

呼
ば

れ

る
。

こ

れ

ま

で

の

経
験
的
な

事
実
に

よ

れ

ば、

こ

の

波
は

四

十
L

ハ

年
な

い

し

五

卜
二

年、

平
均
五

十
年
を

周

期
と

す
る

波
動
で

あ

る
。

　

こ

の

よ

う

な

長
期
波
動

の

ほ

か

に
、

旦

尽

気
循
環
は、

短

期
波
動
（
キ

ッ

チ

ン

の

波
） 、

中
期
波
動
（
ジ

ュ

グ

ラ

ー

の

波
） 、

そ

し

て

や

や

長
期
約
二

十
年
の

建
築
循
環

（

ク

ズ

ネ

ッ

ツ

の

波
）

な

ど

が

知
ら

れ

て

い

る。

キ

ッ

チ

ン

の

波
は

四

十
ヵ

月

循
環、

ジ

ュ

グ

ラ

ー

の

波
は

キ

チ

ン

の

波
の

二

ま

た

は

三

循
環
す

な

わ

ち

八

な

い

し

十
年
循

環
で

あ

る
。

コ

ン

ド

ラ

チ

ェ

フ

の

波
は
ジ

ュ

グ

ラ

ー

の

波
の

六

循
環
と

い

う
こ

と

に

な

る
。

　

シ

ュ

ム

ペ

ー

タ

ー

の

経
済
発
展

論
は、

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

と

景
気
循
環
と

の

関
連

を

示

し

た

と
こ

ろ

に

そ
の

特
徴
が

あ

る
。

「
企

業
家
精
神」
の

時
代

正
慶
　
孝

「

革
新
的
」

起
業
家
と

「

官
僚
的
」

企
業
家

　
い

ま

ま

で

述
べ

て

き

た

よ

う

に、

企
業
者
に

は

二

種
類
あ

り、

そ

れ

は

全

く

違
う

タ

イ

プ

の

も

の

で

あ

る
。

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

を

遂
行

す
る

「

企

業
家
」

と、

ル

ー

テ

ィ

ン

ワ

ー

ク

で

事
足

れ

り

と

す

る

単
な

る

「

企

業
者
」

で

あ

る
。

　
こ

れ

は

別
の

言
い

方
を

す
れ

ば
、

「

企
業
家
」

（

Φ

口
け

吋

Φ
℃
同

OPO

二
「

）

と
「

官
僚
」

（

げ

ロー

毎
帥
⊆
o

蕁
け

）

の

二

種
類
の

企

業
者
を

区

別
し

て

い

る

こ

と

と

同
様
で

あ

る
。

こ

の

よ

う
な

分
類
で

企
業
活
動
を

分
析
し

た

の

が、

C
・

A
・

デ
ィ

レ

イ

の

『

勇
気
あ

る

管

　パ
リい

理

者
』

（

原
題

は

『

企

業
家
的

管
理

者
』 、

日

本
生

産
性
本
部
刊）

で

あ

る
。

こ

の

書

物
は、

二

つ

の

タ

イ

プ

の

企
業
者
・

経
営
者
・

管
理
者
の

区

別
が

明
快
に

説

明
さ

れ

て

い

る
。

　
デ
ィ

レ

イ

に

よ

る

と、
「

官
僚
」

は

組
織
を

人

間

に

よ

っ

て

で

は

な

く、

規

則
に

よ

っ

て

没
個
性
的
な

機
械
と

考
え

て

い

る

の

に

対
し、
「

企

業

家
」

は

組
織
を

個
性

が

注
入

さ

れ

た

生

き

物
で、

成
長
し

変
化
を

求
め

る

も

の

と

見

な

し

て

い

る
。

　

ま

た、

未
来
に

対
す

る

見
方
も、
「

官
僚
」

は

未
来
は

過
去

の

延

長
で

あ

り、

望

ま

し

い

未
来
と

は

過
去

の

継
続
で

あ

る

と

見

な

し

て

い

る

の

に

対
し

、

「

企

業
家
」

は

未
来
は

「

機
会
」

（

オ

ボ

チ

ュ

ニ

テ

ィ

ー

ズ
）

と

捉
え

る
。

　

さ

ら

に、

変
化
に

対
す
る

態
度

が

決
定

的
に

異

な
っ

て

い

る
。

「

官
僚一

は、

変

化
を

望
ま

ず
安
定

す

る

二

と

が

大
切

だ

と

考
え

る

の

に

対
し、
「

企

業
家
」

は

最
も

大
切

な

こ

と

は

最

も

生

産
的
な

変
化
を

選

択
し、

そ

れ

を

探
索
す
る

こ

と

で

あ

る、

と

考
え

る。

　

も

は

や、

い

う

ま

で

も

な

く、
「

官
僚
」

と

は

「

変
化
に

追
随
す

る

者
」

の

別
の

表
現
で

あ

り、
「

企

業
家
」

と

は

「

変
化
を
つ

く

り

出
す

者
一

の

こ

と

で

あ

る
。

　

新
規
に

事
業
を

展

開
す

る

よ

う
な

企

業
家
に

対

し、

組

織
内
に

あ

り

な

が

ら

新
規33
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明
曇
大

学
研
究
紀

要

【
日

本

文

化
学
蕊
・
言

詔

文

化
学
科図
第
十

号
　、一
〇
〇
一
帯

事
業
を

推
進
す

る

「

企

業
家
一

は

「

絹
織
内
企

業
家
」

（

イ

ン

ト

ラ

プ

ル

ナ

ー
）

と

呼
ば

れ

る．、

企

業
家．」

は

組
織
内

あ

る

い

は

組
織
外
で

あ

ろ
三
ノ

と、

生

産
的
な

変

化
を

選

択
し
、

未
来
を

創
造

す
る

よ

う

な

行
動
を

と

る

よ

う

な

人

の

こ

と

で

あ

る。

継
織
が

大

き

く

な

れ

ば

な
る

ほ

ど
「

大
企

業
病
」

が

蔓
延

す
る
。

そ

し

て、

企

業
は

組
織
内

に

一

官
僚
」

あ

る

い

は

、

企

業
宦
官
一

が

大

量

に

発

生

し、

未
来
も

過

去
や

現
在
の

継
続
で

あ

る

こ

と

が

望
ま

し
い

と

考
え

る

種
族
の

支

配

す

る

世

界
に

な
っ

て

し

ま

う。

こ

の

よ

う

に

「

大

企

業
病
」

の

蔓
延
し

て

い

る

よ

う

な

組
織
は

「

コ

ー

ポ

ク

ラ

シ

ー

」

（
企

業

官

僚

制）

と

呼
ば

れ

て

い

る
。

コ

ー

ボ

ク

ラ

シ

ー

へ
oo

困−

弓
oo

噌

簿

o
団

）

の

支

配
す
る

世

界

で

は、

亦
久

化

は

起
こ

ら

な

い
。

C
・

L
・

ミ

ル

ズ

の

「

ホ

ワ

イ

ト
．

カ

ラ

ー
』

や

W
・

H
・

ホ

ワ

イ

ト

の

『

絹
織
の

な

か

の

人
間

ー
オ

ー

ガ

ニ

ゼ

，
−

シ

ョ

ン

・

マ

ン

』

な

ど

に

登
場
す

る

平

均
的
な

組
織
の

な

か

の

人
間

か

ら

は
、

「

企
業
ウ

ぶ
」

の

生
誑隅
は

期
待
で

き

な
い
。

　
1ー

ス

ト

ラ

ク

チ

ュ

ア

リ
ン

グ

含
Φ

07

＃
ζ
o
冖

⊆

二
溢

凶
）

あ

る

い

は

リ

エ

ン

ジ

ニ

ア

リ

ン

グ

（

、

Φ

Φ

旨
αQ一囮回
¢

 

地一一
倒

鴨）

は
、

日

本
で

は

不
況

対
策
の

人
員
整
理

と

し

て

実
施

さ

れ

て

い

る

が、

本
来
の

目

的
は

、

未
来
の

機
会
を

実
現
す

る

た

め

の

好
機
と

捉
え

る

「

組
織
内

起
業
家
一

を
つ

く

る

た

め

の

改
革
の

は

ず
で

あ

る
。

特
に

リ

エ

ン

ジ

ニ

ア

リ

ン

グ

は
、

ベ

ー

シ

ッ

ク

（

基

本
的
）

で、
　
ラ

デ

ィ

カ

ル

（
根
底

的）

で
、

　
フ

ァ

ン

ダ

メ

ン

タ

ル

塞
礎

的）

で、

ド

ラ

ス

テ

ィ

・

ク

（
急
激
な
）

な

変
化
を

ひ

き

お

こ

す

こ

と

で

あ

る
−．

し

、

ミ

カ

エ

ル

・
ハ

ン

マ

ー

ら
の

提
唱
者
は

書
っ

て

い

る
。

こ

の

よ

う

に、

太・
来
の

［
口

的
は、

目

的
音

心

識
的
に

細〃
織
を

変
革−
す
る

二

と

を

目

的
と

し

た

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

の

試
み

な
の

で

あ

る
。

企

業
家
精
神
と

日

本

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

と

い

う

語
が
、

日

本
で

公

武
文

書
に

登

場
し

た

の

は
、
［…．
昭

和

34

三

卜
一

年
度
経
済
白
遮

昌

に

お

い

て

で

あ

る
。

G

の

『

白

書
』

は、

そ

の

結

論
の

部

分
で

中
野
好

L

天

の

一．．
も

は
沁、、

戦

後
で

ほ

な
い
」

と

い

う

フ

レ

ー

ズ

を

借
り

て
一

も

は
油

丶

『

戦
後
』

で

は

な

い
。

わ

れ

わ

れ

は

い

ま

や

異

な
り

た

事
能脚
に

直
面

し

て

い

る
。

回

復
を

通
じ

て

の

成
長

は

終

わ

っ

た
。

今
後
の

成
長

は

近
代
化
に

よ

っ

て

虻

え

ら

れ

る
。

L

と

書
い

て
、

終
戦
後

卜
年
の

目

本
経
済
を

回

顧
す

る

と

と

も

に
、

将

来

を

展
望
し

た
。

こ

の

『臨
凵
墅
臼

』

の

な

か

で
、
「

技
術
革
新
」

ー

こ

「

近
代
化
」

（
ト

ラ

ン

ス

フ

ォ

ー

メ

ー

シ

。

ン
）

と
い

う

語

が

使
わ

れ

た
。

戦

後
の

復

興
が

終
了

し、

新

し

い

経
済
成
長
の

軌
道

に

日

本
経
済
が

突
入

し

つ

つ

あ

る

こ

と

を

官
三

口

し

た、

こ

の

白

書
は、

革
新
投
資
と

近
代
化
投
資
に

よ

っ

て、

い

っ

そ

う
の

経
済
発

展

を

期
31
二

と

を

明

ら

か

に

し

て

い

る
。

　

そ

れ

ま

で

に

も

経
済
学

の

教
科
書
に

は、

イ

ノ

ベ

t

シ

ョ

ン

と

い

う

詁

は
一

革

新
L

あ

る

い

は
｝

新
機
軸
」

と

い

う

訳
語
で

紹
介
さ

れ

て

い

た

が、
　一

般

的

な

語
で

は

な
か

っ

た
。

そ

れ

が

こ

の

「

白
書
』

以
来、
　一

般
に

普
及

し、

ビ

ジ

ネ

ス

の

隆
界

で

は

常
識
語
と

な
っ

た。

　

し

か

し、

い

ま

ま

で

述
べ

て

き

た

よ

う
に
、

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

は、

技

術
だ

け
の

革・
新
で

は

な

く、

経
済…
生

活
全
般
に

み

ら

れ

る

革
新
で

あ
っ

て、

従

来

通

り
一

新
機

軸
」

と

か

…

革
新川
」

と

い

う
訳

語

が

適
切

で

あ

る．

こ

の

語
の

含
意
が

意
味
す

ろ

よ

う
に
、

い

ま

ま

で

と

は
…

連
っ

た

や

り

方
で

こ

と

を

連

ぶ

こ

と．一

が、

シ

ュ
ム

ペ

ー

タ

ー

の

い

う
立

思

味
で

の
ノ

「

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

で

あ

り、

そ

れ

は

何

も

科
学
技
術

だ

け

の

変
化
を

さ

し

て

い

る

わ

け

で

は

な

い

か

ら

で

あ

る
。

　

こ

の

イ

ノ

ベ

ー

シ

コ

ン

に

関

し、
「

プ

ロ

ダ

ク

ト
・

イ

ノ

ベ

ー

シ

．コ
ン

」

〔
製
品

革

新
）

と

「

プ

ロ

セ

ス

・

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

皿
（

過

程肺
単

新
）

の

区

別
が

あ

る
。

晶
剛

者

は

新
製
冂
旧

を

つ

く

り

だ

す
こ

と

で

あ

り、

後
者
は

製
品

を

つ

く

る

」

で

の

新
し

い

工

夫
の

こ

と

で

あ

る
。

日

本
は

し

ば

し

ば

ー

プ

ロ

セ

ス

・

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

L

に

は

得

意
で

あ

る

け

れ

ど

も、
「

7
．

ロ

ダ

ク

ト
・

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

 

で

は

あ

ま

り

真

献

し
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て

こ

な

か

っ

た

と

指
摘
さ

れ

る

こ

と

が

あ

る
。

　
こ

の

見

解
の

当
否
は

別
と

し

て
、

「

プ

卩

セ

ス

・

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン．一

が

日

本
の

お

家
芸
で

あ

る

こ

と

は

事
実
で

あ

ろ

う
。

歴

史
的
事
例
を

あ

げ
る

と
、

日

本
へ

の

鉄

砲
伝
来
（
一

五

四

三
）

か

ら

十
年
後
に

は

僅
か

に

二

丁

し

か

伝
わ

ら

な

か

っ

た

鉄
砲

が

三

十
万

丁
に

ま

で

増
え

て

い

る
。

刀

鍛
冶
の

技
術
が

あ

る

た

め、

容
易
に

増
産
す

る

こ

と

が

で

き

た

の

で

あ

る
。

し

か

も、

原
型
よ

り

も

優
れ

た

も

の

を

つ

く

っ

て

い

る
。

信
長
は、

こ

の

技
術
的
背
景
の

も

と

に

鉄
砲
利
用

の

ソ

フ

ト
．

ウ
ェ

ア

を

開
発

し、

天
下
の

覇
者
に

ま

で

な
っ

た
。

　
こ

の

よ

う
に

、

鉄
砲

伝
来
と

い

う
欧
州
か

ら

ロ

本
へ

の

「

技
術
移
転
」

（

テ

ク

ノ

ロ

ジ

；
・

ト

ラ

ン

ス

フ

ァ

ー
）

に

対
し、

そ

の

移
転
さ

れ

た

技
術
を

す
ぐ

に

消
化
し、

し

か

も

元

の

原

型

（

プ

ロ

ト

タ

イ
プ
）

よ

り

も

優
れ

た

も

の

を
つ

く

り

出
し

た

こ

と

は、

日

本
に

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

に

長
じ

た

企
業
家
の

伝
統
の

あ

る

こ

と

を

示

し

て

い

る
。

　

徳
川

幕
藩
体
制
の

も

と

で

鉄
砲

が

禁
止

さ

れ

る

と、

そ

の

火
薬
を

造
る

技
術
が

花

火

を

つ

く

る

技
術
に

転
用

さ

れ、

世
界
一

の

花
火

を

つ

く
る

技
術
が

生

ま

れ

た
。

こ

の

テ

ク

ノ

ロ

ジ

ー

・
コ

ン

バ

ー

ト

（

技
術
転
用
）

の

現
代
版
が

自
動
車
産
業
で

あ

る
。

戦
後
日

本
は

、

占
領
軍
に

よ

っ

て

航
空
機
を

つ

く
る

こ

と

を

禁
止

さ

れ

た

た

め
、

航

空
機
産
業
に

従
事
し

て

い

た

技
術
者
が

大

挙

し

て

自
動
車
産
業
に

参
入

し

て

い

っ

た
。

そ

れ

が

性
能
の

よ

い

自
動
車
を

生

産
す

る

こ

と

に

貢
献
し

た

の

で

あ

る
。

企

業
家
と

は

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

を

担
う
人

　
以
上
の

よ

う

に、

企

業
家
あ
る

い

は

起
業
家
と

は、

い

ま

ま

で

と

は

「

違
っ

た

や

り

方
で

こ

と

を

運
ぶ
こ

と
」

の

で

き

る

人

の

こ

と

で

あ
っ

た
。

冒
頭
に

述
べ

た

コ

ロ

ン

ブ

ス

は、

そ

れ

ま

で

「

こ

れ

よ

り

先
に

行

く

な
」

（

ロ

8
葛
二
ω

巳
貯
⇔

）

と

い

わ

「

企
業・
冢

精
神」
の

時
代

正

慶

　
孝

れ

て

い

た

「

ヘ

ラ

ク

レ

ス

の

柱
」

（
ジ

ブ

ラ

ル

タ

ル

海
峡
）

を

超
え

て、

ア

メ

リ

カ

大
陸
に

到
達
す

る

こ

と

が

で

き

た
。

そ

れ

以
来、
「

こ

れ

よ

り

先
に

行
く

な
」

か

ら

「

も
っ

と

遠
く

へ

」

（

覧
二
ω

三
→

茜
）

へ

と

時
代
精
神
が

変
わ
っ

て

い

く
。

乙

の

時
代

精
神
の

経
済
生

活
の

領
域
で

の

現
わ

れ

が、
「

経
済
発

展
」

あ

る

い

は

「

経
済
成
長
」

と

い

う
こ

と

で

あ

る
。

「

も
っ

と

遠

く
へ

」

あ

る

い

は

「

も
っ

と、

も
っ

と
」

が

近

代
人
を

駆
動
す
る

精
神
と

な
っ

て

い

く
。

コ

ロ

ン

ブ

ス

の

壮
挙
は、

ま

さ

し

く

時
代

精
神
の

転
換
を

告
げ

る

象
徴
的
な

出
来
事
で

あ

っ

た
。

　

こ

の

よ

う

な

時
代
を

画
す

る

大
き

な

出

来
事
で

は

な

く

て

も、

経
済
生

活
の

領
域

で

い

ま
ま

で

と

は

「

違
っ

た

や

り

方
で

こ

と

を

運

ぶ

こ

と
」

に

よ
っ

て
、

経
済
生

活

の

領
域
で

の

発

展
が

な

さ

れ

て

い

く
。

　

こ

の

よ

う

に

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

は、

経
済
発
展
の

主

要
要

因

で

あ

り、

こ

の

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

を

遂
行
す
る

人

が

い

な

け

れ

ば、

経
済
発
展

は

期
す
こ

と

が

で

き

な

い
。

　

し

か

し、

こ

の

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

あ

る

い

は
「

企

業
家
」

は、

残

念

な

が

ら

日

本

で

は

誤
っ

て

理

解
さ

れ

て

い

る
。

そ

れ

は

紛
ら

わ

し

く

も

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

を

「

技

術
革
新
」

な

ど

と

訳
す

人

が

い

る

た

め
、

イ

ン

ペ

ン

シ

ョ

ン

（

発

明
）

と

区

別
で

き

な

い

人
が

多
い

か

ら

で

あ

る
。

新
規

の

科
学
技
術
の

誕

生

か

ら

普
及
ま
で

の

プ

卩

セ

ス

は

純
粋
な

科
学
研
究
か

ら、

研

究
開
発

俘
Φ

ω

 

穹
o
げ

穹
qO

Φ

く

巴
oO

日
Φ

5→
）

を

経
て、

商
品
化
さ

れ
、

最
終
消
費
者
の

手
に

わ

た

る

ま
で
、

次
の

よ

う

な

段
階
を

通

過
す
る。

　

最
初
の

段
階
で

の

「

発

見
」

（

デ
ィ

ス

カ

バ

リ

ー
）
、

つ

づ

く

「

発
明
」

（

イ
ン

ベ

ン

シ

ョ

ン
）

、

そ

し

て

「

革
新
」

（

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン
）

あ

る

い

は

「

第
一

次

革
新
」

（
プ

ラ

イ

マ

リ

ー

・

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン
） 、

こ

れ

に

つ

づ

く

「

第
二

次

革
新
」

（

セ

カ

ン

ダ

リ

i
・

イ

ノ

ベ

：

シ

ョ

ン
）

あ

る

い

は

「

模
倣
革
新
」

（

イ

ミ

タ

テ

ィ

ブ

．

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

）

そ

し

て、
「

普
及
」

（

デ
ィ

フ

ユ

ー

ジ

ョ

ン

）

の

各
段
階
で

あ

る
。

　

以
上

の

流
れ

か

ら

す
ぐ

に

理

解
さ

れ

る

よ

う

に、
「

発
明
」

と

「

革
新
」

は、

全35
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明
濫
大
学
研

究
紀

要
〔

日

本
文
化
学
部
・
毒

語

文

化

学
科
】

第−
亠
ヴ

　一一
〇
∩
ご

．
勺

く

別
の

段
階
で

の

出

来
事
で

あ

る
、

　

た

と、
え

ぱ
、

ヘ

ン

リ

ー

・

フ
．・
…
・・

八
一

八

バ

＝

r
…

九

四

七
）

は、

自
動
車
の

発

明
者
で

は

な

か

っ

た

が、

自

動

車
産
業
を

確 
v…
し

た

の

で、
「

自
動
車
王

　
と

呼

ば

れ

る
。

フ

。

ね、

ほ、

冗
〇
三

年
に

フ

ォ

ー

ド

自

動
車
会
社
を

設

立、

そ

の

会

社
を

科
学
的
管
理

法
（
テ

イ

ラ

ー

イ

ズ

ム
）

に

よ
っ

て

経
営
し、

労
働
者
に

高

賃
銀

を

給
ム、
す
る

と

と

も

に、

デ

ト

眉

イ

ト
・

オ

ー

ト

メ

ー

シ

ョ

ン

に

よ

る

大
量

生

産
方

式

（

マ

ス

．

プ

ロ

ダ

ク

シ

ョ

ン
）

を
論

帷」
砿

し
、

「

モ

ー

タ

リ

ゼ

ー

シ

ョ

ン

一
（
自
動

車

の

時
代）

を

開

拓
し

た
パ

イ

オ
ニ

ア

に

な
っ

た

た

め

に、

白
動
車
土

と

呼
ば

れ

る
の

で

あ

る
。

フ

。

む
・

の

達
成
し

た

業
績
は
「
フ

・

ー

デ
ー

ズ

ム

」

と

呼

ば

れ

る

が
、

こ

の

達
成
全
体
が

フ

。

−

ド

の

イ

ノ

ベ

ー

シ

・

ソ

あ
内
容
で

あ

る
。

自
動

車
の

発
明

は、

科
学
技
術…
史
の

常
識
で

は

ゴ

ッ

ト

リ

ー

プ

・

ダ

イ

ム

ラ

ー

と

カ

ー

ル

・
ベ

ン

ツ

の

ふ

た

り

の

ド

イ

ツ

人

に

帰
せ

ら

れ

る
。

フ

ォ

ー

ド

の

達
成
し

た

業
績
は、

自
動
車

産
業
を

確
立

し

モ

ー

タ

リ

ゼ

ー

シ

．

ン

の

端
緒
を

つ

く
・

た
こ

と

と
、

他
産
業
が

フ

ォ

ー

ビ
、

に

な

ら
っ

て

近

代
的
な

産
業
を

確
立

し

た

こ

と、

そ

し

て

高
賃
銀
対
策
を

採

用

し

て

労
働
者
も

白

動
車
を

買
え

る

よ

う

に

し

た

こ

と

で

あ

る
。

こ

れ

は

ま

さ

し

く

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

に

ほ

か

な

ら

な

か

ッ

た。

　
−・、
ー

マ

ス

．

ア

ル

バ

．
エ

デ
ィ

ソ

ン

〔

一

八

四

七

一
一

九
一．
一
）

は、
「

発
明

王
」

で

あ

る

と−瀕旨
も

に

　

企
業
家
L

で

も

あ
っ

た。

彼
は

た

く

さ

ん

の

発
明

を

し

た

が
、

そ

の

最

大
の

発

明

は

「

発

明
工

場．　

あ

る

い

は

「

研

究

所
」

を

「

発
明
」

し

た

二

八

七

六

年、

ニ

ニ

ー

ジ

ャ

ー

ジ

ー

州
メ

ン

ロ

パ

ー

ク
）

こ

と

で

あ

る
。

エ

ジ

ソ

ン

は、

発
明
と

い

う

個
人

の

才
能
に

大
い

に

依

存
す
る

仕
事
を、

個
人

の

オ
能
に

は

限

界
が

あ

ろ

と

こ

ろ

か

ら、

こ

れ

を

集
団
の

仕
事
に

置
き
換
え

て

個
人

の

能
力
で

は

負
え

な

い

窒

う

な

研
究

開
発

の

シ

ス

テ

ム

を

考
案
し

た。

後
の

時
代

に

で

て

く

る

コ

シ

ン

ク

．

タ

ン

ク
L

の

発

想
で

あ

る
。

　
こ

の

よ

う

に、

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

に

は
、

科
勘

†胤
孜

術
の

分

野
で

の

変
革
ば

か

り

で

36

な

く、

フ

ォ

ー

ド

の

よ

う
に
、
，

大

量
生

産

方
式
　

を

考
案
し

た

り、

エ

ジ

ソ

ン

の

よ

う

に
一

シ

ン

厚・
．

タ

ン

ク
L

を
つ

く
っ

た

り

す

る

こ

と

も、

含
ま

れ

て

い

る
。

こ

れ

ら

は

「

社
会
的

発
明
」

と

よ

ば

れ

る
。

　

ダ

イ
、

畠

ラ

ー

と
ベ

ン

ツ

に

よ
っ

て

発
明
さ

れ

た

自
動

車
を

産
業
と

し
て

確
立

し

た

の

は、
　

ヘ

ン

ー2
ー

・

フ

ォ

ー

ド

で

あ

っ

た
。

フ

ォ

ー

ド

の

−

発

明
L

し

た

高

賃
銀

政

策
と

デ

ト
・

イ

ト
．

オ

ー

ト

メ

ー

シ

」
は、

新
し

い

消

費
者
需
要
を

つ

く

り

出

す

こ

と

に
工

貝艸
臥

し、

同

じ鞭
冏
冂

叩

を

多
く
の

人

が
 
貝・
つ

こ

と

の

で

き

る

仕
蛔
阻

み

を

つ

く
り

出
し

た
。

大

量
生

魔
と

大
韃
消
費
の

シ

ス

テ

ム

を

完

成
し、

大

衆
的

な
ユ

テ

r

リ

テ

ィ

・

カ

ー

（
実
用
車）

を

売
り

出
す
こ

と

に

よ
メ^

て、

商
品

を
占

71

受
す
る

⊥

で

の

民

主・
下

義

を

可

能
に

し

た
。

　

二

の

フ

ォ

ー

ド
．

シ

ス

テ

ム

を

上

回

る

仕
組

み

を

創
出
し

た

の

が
、

GM

（

ゼ

ネ

ラ

ル

，
モ

ー

タ

ー

ズ
）

で

あ

る
。

す

な

わ

ち
、

商

品

を

特
権
的
に

享

受

す

る

貴
族
、

＋

義
の

復
活
で

あ

る
。

フ

ォ

ー

ド

は、

自
動

車
を

た

ん

な

る

輸
送

機
械
で

あ

る

と

考
え、

堅

牢
で

速
度
の

は

や

い

東
を
つ

く

れ

ば、

そ

れ

で

よ
い

と

し

た。
一

九

〇
八

年
に

発

売

さ

れ

た

ベ

ス

ト
セ

ラ

ー

・

カ

ー

デ
型
フ

・

−

ー
・

L

の

発

売
広
告
の

コ

ビ

9

は
・

「

フ

ォ

ー

ド

の

4
気
筒、

20

馬
力、

5
人
乗

り

乗
用

車、

デ

ト

ロ

イ

ト

渡
し

85

0
ド

ル

」

で

あ
っ

た
。

こ

の

乗
用

車
は

黒

塗
り

の

セ

ダ

ン

で

あ

り、

車

体
の

色

も

形

荻
．

｝

様
で

あ
っ

た
。

　
こ

れ

は

フ

ォ

ー

ド

が

会
社
を

設
立

し

て

以

来、

A
型
か

ら

S
型

ま
で

各

種
の

自
動
車
の

生

産
を

試
み

た

末
の

白
信
作
で

あ
ワ

た
。

こ

の

「．
軽
量

で

堅

牢
弔、
簡

単
な
」

T
環

フ

ォ

ー

ド

は、

爆
発
的

な

売

れ

行
き

を

示

し

た。

　
乙

れ

に

対

し、

GM

は

多
様
な

デ

ザ

イ

ン
、

多

彩
な

色
の

乗
用
唯
を

売

り

出

し

た
。

所
得、

趣
味、

用

途
な

ど
の

要

求

に

応
じ

た

車
種

を

揃
え

た

ジ
ル

ラ

イ

ン

゜

ポ

リ

シ

イ

L

を

展
開
し、

フ

ォ

ー
皆

け

を

抜
い

て

世

界

の

自
動
車

会
社
に

成
長

し

た
。

「

フ

ル

ラ

イ

ン

・

ポ

リ

シ

，

」

は、

遊
び、

喜
び、

外
観、

快
楽
と

い

・

た

こ

と

を

重

視

す

る

消
費
者

心

理

に

適
A［
し

た

戦
略

で

あ
っ

た
、

ま
た
、

高
級
車
を

売

り

出
す

こ

と
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に

よ
っ

て、

自
動
車
と

い

う

商
品
を

単
な

る

輸
送
機
械
か

ら

「

地

位
の

象
徴
」

（

ス

テ

イ

タ

ス

・
シ

ン

ボ

ル
）

に

ま

で

た

か

め

た
。

こ

う

し

て、

労
働
者
で

も

買
え

る

自

動
車
を
つ

く
っ

て

き

た

民
主

的
な

フ

ォ

ー

ド

は、

所
得
階
層
に

応
じ

た

商
．

開

を

提
供

す
る

貴
族
主

義
的
な

GM

の

前
に

破
れ

去
る

の

で

あ

る
。

「

使
用

価
値
」

か

ら

「

記

号
的
価
値
」

へ

と

自
動
車
の

意
味
が

変
わ
っ

て

く

る

の

は
、

T
型
フ

ォ

ー

ド

が

GM

の

シ

ボ
レ

；

に

破
れ

た
一

九
二

七
年．
頃
か

ら

で

あ
っ

た
。

　

フ

ォ

ー

ド

は
、

の

ち

に

ア

ド
ル

フ

・
ヒ

ト

ラ

ー

が

つ

く

る

「

国
民

車
」

（

フ

ォ

ル

ク

ス

・

ワ

ー

ゲ
ン

）

と

同
じ

発
想
で

白
動
車
を

生

産
し

て

い

た
。

や

が

て

ア

メ

リ

カ

で

は

所
得
の

平

準
化
が

進
行
し

て

「

豊
か

な

社
会
」

に

突
入

す
る

と

と

も

に、

そ

れ

と

は

対
照
的

に

大
衆
は

「

共
通
」

で

は

な

く
一．
差
異
L

を

求
め

出
し

た
こ

と

に

よ

っ

て

生
ま

れ

る

需
要
の

多
様
化
と

フ

ォ

ー

ド
の

経
営
政
策
と

の

あ
い

だ

に

大

き

な

ズ

レ

を

生

じ

て

い

っ

た。

フ

ォ

ー

ド

は
、

社
会
心

理

の

変
化
を

読
み

取

る

こ

と

に

失
敗
し

た

の

で

あ

る
。

こ

れ

に

対
し、

GM

の

ア

ル

フ

レ

ッ

ド
・

P
・

ス

ロ

ー

ン

．
ジ

ュ
ニ

ア

は、

ア

メ

リ

カ

の

自
動
車
市
場
を

「

大

衆
」 、
「

中
流
の

下
」 、

「

中

流
の

上
」

お

よ

び

「

上

流
」

の

四

階
層
（

マ

ー

ケ

ッ

ト
・
セ

グ

メ

ン

テ

イ
シ

ョ

ン
）

に

分
け

て、

そ

の

後
の

GM

の

発
展
の

基
礎
を

築
い

た
。

　

し

か

し
、

フ

ォ

ー

ド

の

発
明
し

た

「

大
量
生
産
様
式
」

は、

自
動
車
産
業
に

と

ど

ま

ら

ず、

あ

ら

ゆ
る

産
業
に

普
及

し、

二

十
世

紀

の

あ

る

時
代
ま

で

の

産
業
の

標
準

を
つ

く

る

二

と

と

な

る
。

こ

れ

は

偉
大
な

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

で

あ
っ

た
。

シ
ュ

ム

ペ

ー

タ

ー

理

論
の

応
用

　
今
日

の

日

本
で

最
も

人
気
の

あ

る

経
営
学
者
は

P
・

F
・

ド

ラ

ッ

カ

ー

で

あ

る
。

シ

ュ

ム

ペ

ー

タ

ー

理

論
の

忠
実
な

祖
述
者
で

あ

る

ド

ラ

ッ

カ

ー

の

有
名
な

『

断
絶
の

時
代
』

（
→
7
Φ

〉
σq
 

ohU

冨
oo

巨
ぎ
三
叶

団）

の

原
題
に

使
わ

れ

て

い

る

臼
・゚

oo

⇒

ε
冒
，

「

企

業

家
精
神
」

の

時
代

正

慶

　
孝

穽
団

と

い

う
語

は
、

「

た

え

ず
」
（

oo

募
5
β
o
＝

の
）

内

部
か

ら

経
済
構
造
を

革
命
化
す

る

産
業
上

の

突
然
変
異、

と

い

う

部
分

の

「

た

え

ず
」

の

反

対
概
念
で

あ

る

こ

と

を

思

い

起

こ

さ

せ

る

し、

内
容
的
に

は

「

断
絶．一

は

「

創
造

的
破
壊
」

の

別
表
現
で

あ

る
。

ま

た
、

「

経
営
者
革
命
」

（

資
本
所
有
と

経
営
管
理
の

分
離）

以

後
の

経
営
者
の

役
割
を

強
調

す

る

ド

ラ

ッ

カ

ー

の

「

経
営
者
」

と

い

う

の

は
、

シ

ュ

ム

ペ

ー

タ

ー

の

「

企
業
家
」

に

相
当

す

る

概
念

で

あ

る
。

　

同
じ
オ

ー

ス

ト

リ

ア

出
身
で

ハ

プ

ス

ブ

ル

ク

家
支
配

の

末

期
の

ウ

ィ

ー

ン

を

知
っ

て

い

る
二

入
は、

同

じ

く

ア

メ

リ

カ

に

帰
化
し、

ダ

イ

ナ

ミ

ッ

ク

な

ア

メ

リ

カ

経
済

の

発
展

を

目

撃
し

、

そ
の

理

論
を

形
成

し

て

い

る
。

　

後
輩
の

ド

ラ

ッ

カ

ー

に

対
す

る

シ
．一

ム

ベ

ー

タ

ー

の

影
響
は

随
所
に

見

ら

れ

る

が
、

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

ロ
ほロ

そ

の

ド

ラ

ッ

カ

ー

は

『

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

と

企
業
家
精
神
』

（

小

林
監
訳、

ダ

イ

ヤ

モ

ン

ド

社）

を

書
い

て

シ

ュ

ム

ペ

：

タ

ー

理

論
の

現
代
的
応
用

を

行
な
っ

て

い

る
。

乙

の

な

か

で

い

ま

で

は

世
界
中
に

あ

る

マ

ク

ド

ナ

ル

ド

の

例

を

あ

げ

て、
「

企

業
家

精
神
一

の

説
明

を

し

て

い

る
。

　
「

た

し

か

に

マ

ク

ド

ナ

ル

ド

は、

何
も

発
明

し

て

は

い

な

い
。

そ

の

製
口

叩

は、

レ

　
ス

ト

ラ

ン

と

名
の

つ

く

所
な

ら

ば
、

昔
か

ら

ど
こ

で

で

も

売
ら

れ

て

い

る

も
の

で

　

あ

る
。

し

か

し

マ

ク

ド

ナ

ル

ド

は
、

消
費
者
に

と
っ

て

の

価
値
に

つ

い

て

分
析
し、

　

製
品

を

標
準
化
し、

工

程
と

設
備
を

再
設
計
し、

個
々

の

作
業
結
果

に

基

づ

い

て

　

従
業
員
を

訓
練
し
、

仕
事
の

標
準
を

定
め

る

こ

と

に

よ

っ

て、

す
な

わ

ち
経
営

管

　

理

の

概
念
と

手
法
を

適
用

す
る

こ

と

に

よ

ッ

て、

使
用
す

る

資
源
か

ら

あ

げ

る

収

　

益

を

大

幅
に

引
上

げ
た
。

」

　
こ

れ

が

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

の

本
質
で

あ

る

と、

言
っ

て

い

る
。

　
以

上

述
べ

て

き

た

よ

う
に
、

企

業
家
は

経
済
構
造
の

内
部
か

ら

た

え

ず

変
革
を

試

み

る

人

の

こ

と

で

あ

る。

そ

れ

は

企

業
の

内
外
を

問
わ

な

い

の

で

あ

る
。

企

業
の

内37
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朋
星

人

学
研
究
紀

要
【
臼

本

文
化
学
郭

≧
［

語

文

化

学
科】
第
i
場

　　、
OO

一、
外

部
に

企
業
家
が

存
在
し

な

け

れ

ば、

そ

の

企
業
の

将
来
は

暗
い

も

の

に

な

る

で

あ

ろ

う「
し、

そ

の

よ

う
な

ひ

と

の

い

な
い

国宀
冰

に

は

未
来
は

な

い

で

あ

ろ

う．

　

前
述
し

た
コ

ロ

ン

ブ

ス

は、

た
ん

な

る

冒
険
家
で

あ
凸

た

だ

け

で

は

な

い
。

ス

ペ

イ

ン

モ

室
に

提
出
し

た
プ

レ

ゼ

ン

テ

イ

シ

ョ

ン

は、

科
学
的

知
性
に

裏
付
げ

ら

れ

た

緻
密
な
ま

。

の

で

あ

り、

こ

の

よ

う
な

卩

マ

ン

を

持
ち

つ

つ
、

現

実
的
な

見

通

し

を

持

っ

た

人

で

あ
っ

た

か

ら

こ

そ、

壮
挙
を

な

し

遂

げ

る

こ

と

が

で

き

た
の

で

あ

る
。

　

コ

ロ

ン

ブ

ス

を

援
助
し

た、

エ

ン

ジ

山

ル

（
ベ

ン

チ

ャ

ー

企
業
を

応

援
す

る

個

八

投
資
家）

あ

る

い

は

ベ

ン

チ

ャ

ー

・

キ
宀、
ピ

タ

リ

ス

ト

の

国
ス

ペ

イ

ン

人
の

魔

れ

は、

「

“
・

ン

チ
ョ

・
パ

ン

サ

を
つ

れ

た

ド

ン

・

キ

ホ

ー

テ．　

に

な

る

こ

と

で

あ

る
。

サ

ン

チ

ョ

。
パ

ン

サ

と
い

う

リ

ア

リ

ス

ト

と

ド

ン

・

キ

ホ

ー

テ

と
い

う
ロ

マ

ン

テ

ィ

ス

ト

の

絶
妙
の

紺
み

合
わ

せ

が
、

　一

時
代
を

築
い

た

の

で

あ

る．、

訳

せ

ば
、

「

現
世
を

忘

れ

ぬ

久
遠
の

理

想
」

と

い

う

こ

と

に

な

ろ

う
。

シ

ュ
ム

ペ

ー

タ

ー

田

ド

ラ

ッ

カ

ー

．
モ

デ
ル

が

示
し

て

い

る

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

の

本
質
が

こ

こ

に

あ

る
。

　

前
述

し

た

よ

う
に

、

シ

評
ム

ペ

ー

タ

ー

は
、

長
期
的
・

巨
視
的

な

経
済
発

展
の

論

理

を

構
想
し

た。

そ

の

結
果、

彼
は

「

資
本
主
義
は
、

繁
栄
す
る

が

ゆ

え

に

滅
び

る
」

と
、

予

言

し

た
。

そ

れ

は

資

本
主

義
の

成
功
が

資
本
キ

義
を

成
功
さ

せ

た

精
神

を

喪
失
さ

せ

て

し

ま

う
か

ら

だ

と
い

う

の

で

あ

る
。

前
述

し

た

よ

う

に、

繁
栄

し

て

定
常
的
状
態
に

陥

れ

ば、

世

界
は
「．
冒

僚
」

が

支
配
す
る

こ

と

に

な

り、
一

企

業
家
一

の

出
る

幕
が

な

く

な
’、

て

し

ま

う
の

で
、

や
が

て

は

衰
弱

し

て

し

ま

う
こ

と

に

な

る
。

シ

ュ

ム

ペ

ー

タ

ー

が

予

言

し

た

こ

と

は、

管
∵

本

主

義
の

将
来
に

だ

け

通

用
さ

れ

る

こ

と

で

は

な

く、
　一

般
的
に

は

繁
栄
し

た

国
家
に

も

適
川

可

能
で

あ

る．．

政
治
世
界
に

こ

の

「

革
新
の

経
済
学
」

を

拡
大

し

て

考
え

る

な

ら

ば、

ロ

ー

マ

帝
園

な

ど

の

巨
大

な

国

家
の山
衰

亡

は

お

そ

ら

く
ス

テ

ー

ソ

マ

ン

の

な
か

に

「

変
化
を

つ

く

り

出

す
鵡

貿
」

が

い

な

く

な

り、

そ

れ

に

か

わ
っ

て

「

変
化
に

追
随
す
る

者
皿

の

天

ト
に

変
わ
っ

て

し

ま
っ

た

か

ら

で

あ

ろ・
つ

。

そ

れ

が

「

革
新
の

政
治
学
」

の

教
訓
で

あ

る
。
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貴
族
的
経

済
学
者
シ

ュ
ム

ペ

ー

タ

ー

は、
、．

祉

会
生

活
の

す
べ

て

の

分
野

で、

我
々

は

率
い

る

者
と

率
い

ら

れ

る

者
と

の

区
別

を

見
る

こ

と

に

な

る
一

と

も、

言
っ

て

い

る
。

「

変
化
を
つ

く

り

出
す
者
」

と

は、

こ

の

分

類
で

い

う
と、
「

率
い

る

者
…

の

こ

と

で

あ

り
、

「

変
化
に

追
随
す

る

者
一

と

は

「

率
い

ら
れ

る

者
一

の

こ

と

で

あ

る
。

し

た

が

ワ

て
、

企

業

家
と

は、

変
化
を

追

求
す

る

ビ

ジ

ネ
ス

・

り

ー

ダ

ー

と
い

う
こ

と

に

な

る
o

　

生

産
活
動
の

な

か

で

企
業
家
の

重

要
な

役
割
を

指
摘
し

た

の

は
、

シ

ュ
ム

ペ

ー

ダ

ー

で

あ
っ

た
。

ア

ダ

ム

．

ス

ミ

ス

以

来、

特
に

デ

ビ
リ、
ド
・

リ

カ

ー

ド

以

来、

牛

産

要
素
は

資
本、

土

地、

労
働
の

三

要

素
で

あ

り、

そ

れ

ぞ

れ

が

生

産
活

鋤
に

参
加

す

る

度
合
い

に

応
じ

て

利
潤
∵

利
子、

地

代、

賃
銀
の

報

酬
を

受
け

取
る

と
さ

れ

て

き

た。

こ

こ

に

は

生

産
要
素
を

結
合
し

、

生

産
活

動
を

指
捧
す
る

企

業

家
の

役
割
が

認

め

ら

れ

て

い

な
い
。

最
近

の

教
科
書
で

は、

生

産

の

要

素
に

企
業
家
活

動
が

加

わ

る

よ

う

に

な
っ

た。

そ

れ

は

経
済
活

動
に

お

け
る

主

体
の

役
割
が

再
認

識

さ

れ

て

き

た

か

ら

に

ほ

か

な

ら

な

い
。

企
業
家
は、

資
本
家
で

も

な

く、

ま

た、

労

働

者

で

も

な

い

別
の

カ

テ

ゴ

リ

ー

に

属

す

る

階
層

で

あ

る
。

企

業

家
の

役
割

は、

経
済
活　
動

を

進

化
溌
こ

せ

る

こ

と

に

あ

る
。
「，
ポ

ス

ト

資
本

主

義

社

会
」

に

お

い

て

は、
「

見
る

人
一

（
 

o

奠
）

で

あ

る

企

業
家
の

機
能
は

ま

す

ま

す

重
要
に

な
っ

て

く

る

で

あ

ろ

う
。

そ

れ

は

ビ

ジ

ネ

ス

の

世

界
ば

か

り

で

は

な
い

。

あ

ら

ゆ

る

舞

界

で

必

要

と
さ

れ

る

の

で

あ

る、．

そ

の

た

め

に

は、

一

様
な

人
間
し

か

認

め

な

い

「

次一
兀

社
会
か

ら

多

様
な

人

間
の

存
在
を

認

め

る

多
次

元

社
会
に

か

わ

ッ

て

い

く

必

要
が

あ

る
．

ニ

ジ

ソ
ン

は、

あ

れ

だ

け
の

大
天

才
で

も
、

次、
兀

的
尺

度
か

ら
い

え

ば、
「

ア

ン

ダ
ー

ア

テ

ィ

パ

ー
一

（
成
績
不

良
者
）

で

あ

る
。

エ

ジ

ソ

ン

・

タ

イ

プ

の

人

間
を

評

価
で

き

る

仕
組
み

を

構
築
す

る

こ

と

が

の

ぞ

ま
れ

る
。

　

祇
会
‡⊥
義
も

壮
人
な

失
敗
に

終
わ
っ

た

が
、

資
本

主

義
も

社
会

主

義
同

様、
「

宜

僚
「

支
配

が

違
行N
し
、

罰

創
造
的
破
壊
」

の

精
神
が

失

な

わ

れ

て

い

る
。

…

豊
か

な

社
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会
L

あ

る

い

は

「

成
熟
社
会
」

は、

強
力

な

ミ

ー

イ

ズ

ム

を

蔓
延
さ

せ、

滅
び

に

至

ろ

う
と

し
て

い

る
。

社
会
に

と
っ

て

「

死

に

い

た

る

病
」

と

も

い

う
べ

き

ア

ノ

ミ

ー

（

無
規
範
）

の

増
大

は
、

経
済
活
動
に

お

け
る

衰
弱
に

も

つ

な
が

っ

て

い

る
。

「

企
業

家
精
神
」

の

復
活
の

た

め

に、

多
種
多
様
な

尺

度
を

も
っ

た

「

マ

ル

チ

．

チ

ャ

ン

ネ

ル

」

社
会
を、

い

ま
こ

そ

必

要
と

し

て

い

る。

今
後
の

課

題

　

こ

の

こ

と

に

関
し
、

最
近

の

経
済
活
動
に

お

い

て

は、

NPO

（
口
o
目

℃
「

o

律
o
「，

σQ
帥

a
鎚
鉱
o
⇒
）

の

動
き

は、

大
い

に

注

目
さ

れ

る
。

こ

れ

ま
で

資
本
主

義
経
済
の

経

済
活
動
を

推
進

し

て

き

た

の

は、
「

利
潤
追
求
」

の

原
則
で

あ
っ

た
。

そ

れ

に

と
っ

て

代
わ
っ

て
、

「

公

益
原
則
」

あ

る

い

は

「

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア
」

に

よ

る

経
済
活
動
が

大

き

く
成
長

し

て

い

る

か

ら

で

あ

る
。

経
済
活
動
の

目
的
は、

も

と

も

と

経
済
活
動

の

上

に

あ

る

は

ず
で

あ
っ

た
。

と
こ

ろ

が、

そ

れ

が

い

つ

の

間
に

か

経
済
活
動
そ

れ

自
体
が

目

的
と

化
し、
「

カ

ジ

ノ

資
本

主

義
」

を

生

ん

で

し

ま
っ

た。

こ

れ

は

利
潤

追
求
の

た

め

に

も

っ

ぱ

ら

投
機
と

賭
博
に

陥
っ

て

し

ま
っ

た

資
本
主
義
の

こ

と

を

い

う
。

バ

ブ

ル

経
済
の

原
因
で

も

あ

る
。

古
代

ギ

リ
シ

ア

の

哲
学
者
ア

リ
ス

ト

テ

レ

ス

は、

『

政
治
学
』

の

な

か

で

経
済
活
動
を

日

常
の

生

活
に

必

要
な

物
資
を

供
給
す
る

経
済
活
動
の

「

オ

イ

コ

ノ

ミ

ア
」

と、

貨
殖
術
と

も

い

う
ぺ

き

「

ク

レ

マ

テ

ィ

ス

テ

ィ

ケ
」

と

に

分
け、

後
者
の

ク

レ

マ

テ

ィ

ス

テ

ィ

ケ

を

非
難
し

た
。

近
代
資
本
主
義

は、

M
・

ヴ
ェ

ー

バ

ー

の

主

張
に

よ

れ

ば、
「

プ

ロ

テ

ス

タ

ン

テ

ィ

ズ

ム

の

心

情
倫

理

（

エ

ー

ト

ス
）

」

が

「

資
本
主

義
の

精
神
」

を

生
ん

だ

と

い

う
。

か

れ

は

い

つ

ま

で

も、

利
潤
追
求
に

憂
き

身
を

や

つ

し

「

儲
け

る

だ

け

儲
け

よ

う
」

と
い

っ

た

ヤ

ー

コ

プ
・

フ

ッ

ガ

ー

を

非
難
し

て
、

利
潤
追
求
を

第
一

義
と

し

た

経
済
活
動
は、

近
代

資
本
主
義
と

無
縁
の

も

の

だ

と

し

た
。

「

企

業
家
精
神
」

の

時

代

正

慶

　
孝

　

し

か

し
、

実
際
は

特
別
の

例
外
を

除
け

ば、

近

代
資
本
主
義
の

「

産
業
の

将
帥
」

6
鋤

讐
巴
コ

oh

冒
O
＝
°。

茸
同）

た

ち

は、

フ

ッ

ガ

ー

的
で

は

な

か

ワ

た

か
。

こ

の

こ

と

を

明
確
に

論
じ

た

の

は、

不

遇
で

風
変
わ

り

な

経
済
学
者
ソ

ー

ス

タ

ン

・

ヴ
ェ

ブ

レ

ン

で

あ
っ

た
。

か

れ

は、

ビ

ジ

ネ

ス

と

イ

ン

ダ

ト

リ

ー

と

を

峻
別
し

て

い

る
。

前
者

は、

た

ん

な

る

「

金

儲
け
」

で

あ

り、

後
者
は

人
々

の

必

要
と

す
る

資
材
を

製
造
し

供
給
す

る

と

い

う

よ

う

な

意
味
で

あ

る
。

　

い

ま

ま

で

述
べ

て

き

た

よ

う
に、

企

業
家
は
、

ア

リ

ス

ト

テ
レ

ス

の

い

う
［

オ

イ

コ

ノ

ミ

ア
L

を、

ま

た

ヴ
ェ

ブ

レ

ン

の

分

類
で

は

「

イ
ン

ダ
ス

リ

ー

」

の

立

場
に

立

つ

人

で

あ

る
。

物
資
を

調

達
す

る

こ

と

な

く

し

て、

人

間
は

生

き

て

い

く
こ

と

が

で

き

な

い
。

こ

の

調
達
を

意
味
す

る

英
語
の

鷺
〇

三
訟
o
コ

は、

も

と

も

と

「

神
の

配

慮
」

と

い

う

意
味
の

言
葉
で

あ

る
。

こ

の

こ

と

は、

経
済
活
動
の

目

的
を

示

唆
し

て

い

る
。

　

十
九
世
紀
の

末
か

ら
二

十
世
紀
の

初
頭
に

か

け

て
、

資
本
の

集
中
．

集
積、

今
日

の

言
葉
で

い

う

と
、

M
＆

A
（
日

奠
ひq
 

「

四

コ
q
鋤

8
巳
。゚

δ
瞥）

に

よ

っ

て、

た

く

さ

ん

の

「

コ

ー

ポ

レ

イ

ト
・

リ

ッ

チ
」

が

誕

生

し

た
。

こ

れ

ら
の

人
の

な

か

に

は

正

当

な

経
済
行

為
に

よ

っ

て

富
の

蓄
積
を

果

た

し

た

の

か

危
ぶ

ま

れ

る

人

も

存
在
し

た。

そ

の

た

め、

強
引

な

手
口

に

よ

っ

て

財
産
を

蓄
積
し

た

人
々

を

「

ラ

バ

ー

．
バ

ロ

ン．一
（

泥
棒
男
爵
）

と

称
す

歴

史
家
も

い

る
。

ま

た、

か

れ

ら

は

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ズ

ム

に

よ

っ

て

そ

の

プ

ラ

イ
バ

シ

…

が

散
々

叩
か

れ

た
。

プ

ラ

イ

バ

シ

ー

の

暴
露
の

時

代

を

「

マ

ッ

ク

レ

イ

キ

ン

グ
」

の

時
代
と

よ

ぶ
。

　

シ

ュ

ム

ペ

ー

タ

ー

理

論
は、

こ

の

よ

う

な

時
代
背
景
と

も

重
な

る

点
も

あ
っ

て、

「
コ

ー

ポ

レ

イ

ト
・

リ

ッ

チ
」

を

擁
護
す
る

イ

デ

オ

ロ

ギ

ー

の

よ

う

に

受
け

取

れ

や

す
い

。

だ

が
、

そ

れ

と

全
く

似
て

非
な

る

も

の

で

あ

る
こ

と

は、

い

ま

ま

で

の

論
述

に

よ

っ

て

明
ら

か

で

あ

ろ

う。

い

ま、

日

本
の

各
方
面

で

求

め

ら

れ

て

い

る

の

は、

企

業
家
で

あ

る
。

前
述
し

た

ケ

イ

ン

ズ

も

主

著
の

『

雇
用、

利
子
お

よ

び

貨
幣
の
一39
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注丁〕

ウ

ィ

ヱノ
ム

・

ζ
イ

ζ
・・
ア

碧
気

に

刀
障

す

ま

庄

稲
田

麺

存
訳、

新
溜
文
庫、

昭

和
四

　

十
四

年）。

へ
三

」
，
A
．

ζ
ム

ペ

妥
．
∴、
継
済
発

展

の

理

論
』

瑜
野
谷
・
中
山

東
畑
訳、

岩

波

文

喫

　

　一
九
七
七

年一
。

へ
3∀

〔
生

ー
．
八

．
・

、
三
ぺ

ー

ダ
．．

翼
本
取

義

薪
室

義

良
主
烹

莚

箪
山

束
畑

鑁

舉
仲

　

韓

柵

済

新
帳u
忙、
．．
ー

（
5）

餠

掲
書。

へ．
。｝

ー
．
A
，

ヒ
江
べ

．．．
夕

i

羅
済
発

展

の

理

論
』

蘓
野

谷
・
中

山
・
束
畑
訳、

岩

波
文

堕

　

　
7
儿

七

ピ

年
） ．．

〔
7

）

毛

沢
乗
．．

　
・
矛
盾

諭

ζ
松
村
・
竹
内
訳、

岩

波
文

庫、

天
六

〇

年）・

言）

J
．
A
，

ζ
ム

∵

亨

罸
気
循
環

論

覧
上

苗
監
訊、

有
斐

韻

兀
六

〇

葱・

（
9）
　一
訓嗣
佝

漸口
D

（
10〕

　
C
．
A
．
デ
f

レ

イ

『

勇

気
あ

る

管
理
揖

』

〔
正

慶
孝
訳、

H
本
生

産
焼

本
部、

昭

和

四

十
五

年）

　

本
浮
吟

原

題
は
、「．｝

崔

守
蠶h
塁【
5
匚

＝亀睥一
窰
黔

ゴ

鐔
奪

で

あ

るり

・
11）

P
，
−
，
．
ド
ラ

ッ

カ

ー

7
ノ

ベ

ー

シ

．・
ン

キ・
企

業
家
精
押
」

示
林
監

訓、

ダ

ゴ

マ

モ

ン

ド

祉・

　

鞨
和
闕

十・
几」．
牛）、炉

般
理

論
」

の

な

か

で
、

経
済
発
展
の

た

め

に

は

『
・

プ

リ

・

ご
蕚
ウ

冤
動
物

的
精
神
）

が

必
要

で

あ

る

と、

い

っ

て

い

る。

乙

れ

は

企
業
家
が

必

要
で

あ

る

と
い

フ

て

い

る

の

と、

同
じ
こ

と

で

あ

る
。

　

こ

の

企

業
家
は、

決
し

て

フ

リ

ー

ド

リ

ッ

ヒ

・
一一

ー

チ
「幽

が

い

う
よ

う

な

「

超

入
」

で

は

な

い
。

前
述

し

た

よ

う
に
、

既

成
の

観
念
に

囚

わ

れ

な
い

で
、

新
し
い

ア

イ

デ

ィ

ア

で

乙

と

を

進

め

る

入

の

こ

と

で

あ

る
。

そ

れ

に

は、

既

成

の

観
念
の

奴
隷

か

ら

の

解
放
が

必

要
に

な
っ

て

く

る
。
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学
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